
号

令和 7 年 10 月 5 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注）

〒852-8501　長崎県長崎市坂本1丁目7番1号

電話（095）819-7200　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

氏名

〒852-8521　長崎県長崎市文教町1番14号

国立大学法人　長崎大学

長崎大学病院

内分泌内科及び代謝内科については、内分泌・代謝内科で対応している。
アレルギー疾患内科については、皮膚科等で対応している。

長大病総第0533

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人　長崎大学長

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

永 安　 武

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

長崎大学病院の業務に関する報告について

内科 有

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

５血管外科

標榜している診療科名について記入すること。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

有

４心臓外科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

外科

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科

6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

乳腺外科及び内分泌外科については、乳腺・内分泌外科で対応している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

９婦人科

肝臓・胆のう・
膵臓・移植外科

泌尿器科・腎移
植外科

形成外科
内分泌・代謝内
科

乳腺・内分泌外
科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

病理診断科

移植外科 脳神経内科 胃・食道外科 大腸・肛門外科

リハビリテー
ション科

臨床検査科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

588 7.1 595.1 65 0

129 12.2 141.2 30 91

66 0 66 11 0

0 0 0 9 0

38 0 38 0 0

935 9 944 32 12

0 0 0 3 47

17 0 17 5 379

20 0 20 48 19

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

631.5

1,263

9.4

330.8

640.9

1,593.8

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　　　尾﨑　誠　　　　　　　　） 任命年月日

・安全管理部長・安全担当副病院長　（平成30年4月～12月）
・医療安全管理委員会（医療安全に関する委員会）　委員長　（令和6年4月1日～　）

歯科等以外 歯科等 合計

合計

12

11

13

12

21

31

14

331

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 16

104

50

7

22

8

10

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

39 2 0 729 776

精神 感染症 結核 療養

6

医療社会事業従事者

一般 合計

助産師

看護師



剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

20 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

243.6 ㎡ （主な設備）

185 ㎡ （主な設備）

404 ㎡ （主な設備）

63.3 ㎡ （主な設備）

3,277 ㎡ （主な設備）

562 ㎡ 室数 室 人

142 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

密閉式自動包理装置、自動染色装置、
自動免疫染色装置、局所廃棄装置切り出し台、
局所廃棄装置付検体保管庫、安全キャビネット、
バーチャルスライド、スマートセクション、等

解剖台、高圧滅菌装置、ホルマリン希釈装置、
臓器乾燥装置、遺体保存冷蔵庫、
教育用カメラシステム、等

安全キャビネット、電子顕微鏡、自動血液培養装置、
質量分析装置、等

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

2

1

収容定員

蔵書数

420

14,072

病床数 50498.2

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

136.1床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

微生物検体処理システム、質量分析装置、
全自動血液培養測定装置、
全自動同定感受性検査装置、安全キャビネット、
光学顕微鏡　等

全自動生化学分析装置、血液ガス分析装置、
全自動糖分析装置、自動グリコヘモグロビン分析計、
全自動キャピラリー電気泳動装置、
全自動免疫分析装置、全自動血液凝固測定装置、
多項目自動血球分析装置、塗抹標本作成装置　等

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
405.55

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

3,060.76

142.088

17.715

38.26

378.577

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

14,775

11,664

1,774

18,260

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

紹介率 90.6 逆紹介率 63.9

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

綾部　貴典
宮崎大学医学部附属病
院医療安全管理部長

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者その他の学識

経験を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

川添　志
山下・川添総合法律

事務所　弁護士

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者その他の学識

経験を有する者

1

飯田　由紀子
医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

　病院ホームページにて公表している。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0

0人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

該当なし

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

4

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

ハイパードライヒト乾燥羊膜を用いた外科的再建術
再発翼状片（増殖組織が角膜輪部を超えるものに限る。）

テネクテプラーゼ静脈内投与療法
脳梗塞（発症から四・五時間以内のものに限る。）

シクロホスファミド静脈内投与療法
成人T細胞白血病(末梢血幹細胞の非血縁者間移植が行われたものに限る。)

生体肝移植術　切除が不可能な転移性肝がん
（大腸がんから転移したものであって、大腸切除後の患者に係るものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 56 下垂体性TSH分泌亢進症 2
2 筋萎縮性側索硬化症 11 57 下垂体性PRL分泌亢進症 6
3 脊髄性筋萎縮症 3 58 クッシング病 4
4 進行性核上性麻痺 2 59 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 16
5 パーキンソン病 64 60 下垂体前葉機能低下症 52
6 大脳皮質基底核変性症 2 61 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
7 シャルコー・マリー・トゥース病 2 62 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
8 重症筋無力症 86 63 先天性副腎低形成症 1
9 多発性硬化症／視神経脊髄炎 63 64 アジソン病 1

10
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
11 65 サルコイドーシス 64

11 多系統萎縮症 7 66 特発性間質性肺炎 93
12 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 29 67 肺動脈性肺高血圧症 28
13 ライソゾーム病 9 68 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 22
14 副腎白質ジストロフィー 2 69 リンパ脈管筋腫症 8
15 ミトコンドリア病 9 70 網膜色素変性症 4
16 もやもや病 29 71 バッド・キアリ症候群 3
17 進行性多巣性白質脳症 2 72 特発性門脈圧亢進症 1

18 HTLV-1関連脊髄症 7 73 原発性胆汁性胆管炎
旧病名（原発性胆汁性肝硬変）

43

19 全身性アミロイドーシス 71 74 原発性硬化性胆管炎 6
20 神経線維腫症 24 75 自己免疫性肝炎 10
21 天疱瘡 16 76 クローン病 158
22 表皮水疱症 3 77 潰瘍性大腸炎 229
23 膿疱性乾癬（汎発型） 8 78 好酸球性消化管疾患 11
24 高安動脈炎 28 79 腸管神経節細胞僅少症 1
25 巨細胞性動脈炎 11 80 クリオピリン関連周期熱症候群 2

26 結節性多発動脈炎 15 81 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

4

27 顕微鏡的多発血管炎 58 82 TNF受容体関連周期性症候群 2
28 多発血管炎性肉芽腫症 23 83 先天性ミオパチー 1
29 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 29 84 筋ジストロフィー 7
30 悪性関節リウマチ 30 85 アトピー性脊髄炎 1
31 バージャー病 3 86 脊髄空洞症 3
32 原発性抗リン脂質抗体症候群 4 87 脊髄髄膜瘤 3
33 全身性エリテマトーデス 305 88 遺伝性ジストニア 1
34 皮膚筋炎／多発性筋炎 92 89 脳表ヘモジデリン沈着症 1
35 全身性強皮症 115 90 前頭側頭葉変性症 3
36 混合性結合組織病 55 91 限局性皮質異形成 1
37 シェーグレン症候群 44 92 神経細胞移動異常症 1
38 成人スチル病 17 93 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 3
39 再発性多発軟骨炎 5 94 レノックス・ガストー症候群 2
40 ベーチェット病 53 95 ウエスト症候群 1
41 特発性拡張型心筋症 80 96 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 2
42 肥大型心筋症 36 97 スタージ・ウェーバー症候群 1
43 再生不良性貧血 22 98 結節性硬化症 2
44 自己免疫性溶血性貧血 5 99 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 9
45 発作性夜間ヘモグロビン尿症 5 100 特発性後天性全身性無汗症 4
46 特発性血小板減少性紫斑病 17 101 弾性線維性仮性黄色腫 8
47 血栓性血小板減少性紫斑病 2 102 マルファン症候群 7
48 原発性免疫不全症候群 16 103 ウィルソン病 3
49 IgＡ 腎症 56 104 モワット・ウィルソン症候群 1
50 多発性嚢胞腎 25 105 アペール症候群 1
51 黄色靱帯骨化症 20 106 ウェルナー症候群 2
52 後縦靱帯骨化症 71 107 ヌーナン症候群 1
53 広範脊柱管狭窄症 5 108 22q11.2欠失症候群 1
54 特発性大腿骨頭壊死症 44 109 修正大血管転位症 2
55 下垂体性ADH分泌異常症 16 110 単心室症 3

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 ファロー四徴症 4 128 強直性脊椎炎 28
112 アルポート症候群 3 129 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 3
113 急速進行性糸球体腎炎 2 130 後天性赤芽球癆 5
114 一次性ネフローゼ症候群 29 131 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1

115 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 132
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
1

116 紫斑病性腎炎 7 133 胆道閉鎖症 8
117 間質性膀胱炎（ハンナ型） 19 134 ＩｇＧ４関連疾患 25
118 オスラー病 5 135 黄斑ジストロフィー 1
119 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2 136 好酸球性副鼻腔炎 36
120 肺胞低換気症候群 1 137 先天異常症候群 1
121 副甲状腺機能低下症 1 138 シトリン欠損症  1

122 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 6 139
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに

限る。）
2

123 フェニルケトン尿症 3 140 前眼部形成異常 1
124 肝型糖原病 3 141 無虹彩症 2

125 脳腱黄色腫症 1 142 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

2

126 脂肪萎縮症 1 143 特発性多中心性キャッスルマン病 22

127 家族性地中海熱 38 144
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群

を含む。）
3

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。 疾患数 144
合計患者数（人） 2889



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

情報通信機器を用いた診療に係る基準

医療情報取得加算１・２

医療ＤＸ推進体制整備加算３

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療医療安全対策加算２

歯科外来診療感染対策加算４

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料 （ 一般病棟　７対１ ）

特定機能病院入院基本料 （ 結核病棟　７対１ ）

特定機能病院入院基本料 （ 精神病棟　７対１ ）

入院栄養管理体制加算

救急医療管理加算

精神科リエゾンチーム加算

摂食障害入院医療管理加算

がん診療連携拠点病院加算（がん診療連携拠点病院）

看護補助体制充実加算２（急性期看護補助体制加算）

看護職員夜間配置加算（１２対１配置加算１）

療養環境加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算１

医師事務作業補助体制加算１ （１５対1）

急性期看護補助体制加算（２５対１・看護補助者5割以上）

緩和ケア診療加算

小児緩和ケア診療加算

小児個別栄養管理加算

精神科応急入院施設管理加算

精神病棟入院時医学管理加算

精神科身体合併症管理加算

がんゲノム拠点病院加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算１

感染対策向上加算１

指導強化加算

患者サポート体制充実加算

無菌治療室管理加算１

無菌治療室管理加算２

重症患者初期支援充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

呼吸ケアチーム加算

後発医薬品使用体制加算２

夜間100対1急性期看護補助体制加算（急性期看護補助体制
加算）

夜間看護体制加算（急性期看護補助体制加算）

病棟薬剤業務実施加算１

薬剤業務向上加算

病棟薬剤業務実施加算２

データ提出加算（２）

放射線治療病室管理加算２（密封小線源による治療） 入退院支援加算（１）

放射線治療病室管理加算１（治療用放射性同位元素による場
合）

重症者等療養環境特別加算

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料２

プレイルーム、保育士等加算（保育士2名以上の場合）（小児
入院医療管理料）

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

新生児特定集中治療室管理料2

総合周産期特定集中治療室管理料１(母体・胎児集中治療室
管理料)

小児加算（特定集中治療室管理料）

早期離床・リハビリテーション加算（特定集中治療室管理料）

ハイケアユニット入院医療管理料１

早期離床・リハビリテーション加算（救命救急入院料）

特定集中治療室管理料２

算定上限日数に係る施設基準（特定集中治療室管理料）

救急体制充実加算１（救命救急入院料）

高度医療体制加算（救命救急入院料）

小児加算（救命救急入院料）

地域医療体制確保加算

救命救急入院料１

精神疾患診断治療初回加算（救命救急入院料）

精神科急性期医師配置加算

地域歯科診療支援病院入院加算

排尿自立支援加算

認知症ケア加算１

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

入退院支援加算（３） 無菌治療管理加算２（小児入院医療管理料）

入院時支援加算（入退院支援加算） 養育支援体制加算（小児入院医療管理料）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

心臓ペースメーカー指導管理料の注5に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

外来腫瘍化学療法診療料の注9に規定するがん薬物療法体
制充実加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

ウイルス疾患指導料 外来腫瘍化学療法診療料1

外来栄養食事指導料の注2に規定する施設基準 外来腫瘍化学療法診療料の注6に規定する連携充実加算

慢性維持透析患者外来医学管理料の注3の加算　腎代替療
法実績加算

ニコチン依存症管理料

喘息治療管理料 療養・就労両立支援指導料の注3に掲げる相談支援加算

がん性疼痛緩和指導管理料 肝炎インターフェロン治療計画料

糖尿病合併症管理料 がん治療連携計画策定料

がん患者指導管理料イ 外来排尿自立指導料

がん患者指導管理料ハ ハイリスク妊産婦連携指導料２

がん患者指導管理料ロ ハイリスク妊産婦連携指導料１

がん患者指導管理料ニ
プログラム医療機器等指導管理料（高血圧症治療補助アプリ
を用いる場合）

移植後患者指導管理料（臓器移植後の場合） 検査・画像情報提供加算／電子的診療情報評価料

外来緩和ケア管理料 薬剤管理指導料

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後の場合） 医療機器安全管理料1

小児運動器疾患指導管理料 がんゲノムプロファイリング評価提供料

糖尿病透析予防指導管理料 医療機器安全管理料2

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 在宅療養後方支援病院

腎代替療法指導管理料 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

婦人科特定疾患治療管理料 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

一般不妊治療管理料 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

二次性骨折予防継続管理料1 遺伝学的検査

生殖補助医療管理料1
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）

外来放射線照射診療料 BRCA1/2遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの）

二次性骨折予防継続管理料3 遺伝学的検査の注2に規定する施設基準

下肢創傷処置管理料 染色体検査 流産検体を用いた絨毛染色体検査

院内トリアージ実施料 骨髄微小残存病変量測定

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

補聴器適合検査 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

ロービジョン検査判断料 (脳血管疾患等リハビリテーション初期加算）

小児食物アレルギー負荷検査 歯科口腔リハビリテーション料２

終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの） 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

脳波検査判断料１ （心大血管疾患リハビリテーション初期加算）

神経学的検査
（心大血管疾患リハビリテーション急性期リハビリテーション加
算）

皮下連続式グルコース測定 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

長期継続頭蓋内脳波検査 無菌製剤処理料

長期脳波ビデオ同時記録検査１ 外来化学療法加算１

時間内歩行試験／シャトルウォーキングテスト 頭部MRI撮影加算

胎児心エコー法 全身MRI撮影加算

ヘッドアップティルト試験 画像診断管理加算４

遺伝カウンセリング加算 心臓MRI撮影加算

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 乳房MRI撮影加算

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） 冠動脈CT撮影加算

検体検査管理加算(Ⅳ) 外傷全身CT加算

国際標準検査管理加算 大腸CT撮影加算

HPV核酸検出
ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断層
複合撮影

HPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドPETイ
メージング剤を用いた場合に限る。）

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核酸
検出を含まないもの）

CT撮影／MRI撮影

先天性代謝異常症検査 経頸静脈的肝生検

抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体
前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像による
もの）

抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）／抗ＨＬＡ抗体（抗体特異
性同定検査）

経気管支凍結生検法

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

BRCA1/2遺伝子検査（血液を検体とするもの） 内服・点滴誘発試験

がんゲノムプロファイリング検査 センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

自家脂肪注入 毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるものに限る。）

組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）
の場合に限る。）

網膜付着組織を含む硝子体切除術(眼内内視鏡を用いるも
の)

四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術の注に掲げる処理骨再建加算 網膜再建術

頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科診療に係るものに限
る。）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

処置の休日加算１／時間外加算１／深夜加算１ 緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する場
合に限る。）

緑内障手術 濾過胞再建術(needle法）

難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

羊膜移植術

移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 緑内障手術 眼内法

ストーマ合併症加算 緑内障手術 その他のもの

導入期加算３ 仙骨神経刺激装置植込術／仙骨刺激装置交換術

透析液水質確保加算 角結膜悪性腫瘍切除術

慢性維持透析濾過加算 角膜移植術（内皮移植加算）

エタノールの局所注入(甲状腺に対するもの)
脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む)／脳刺激装置
交換術

エタノールの局所注入(副甲状腺に対するもの)
頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電極に
よる場合）に限る。）

人工腎臓 癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

医療保護入院等診療料 内視鏡下脳腫瘍生検術

多血小板血漿処置 内視鏡下脳腫瘍摘出術

硬膜外自家血注入 頭蓋骨形成手術(骨移動を伴うものに限る。)

経頭蓋磁気刺激療法 緊急穿頭血腫除去術

精神科作業療法 脳腫瘍覚醒下マッピング加算

抗精神病特定薬剤治療指導管理料(治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。)

原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)
骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

（呼吸器リハビリテーション初期加算） 後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの）

がん患者リハビリテーション料 椎間板内酵素注入療法

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 骨悪性腫瘍手術の注に掲げる処理骨再建加算

（運動器リハビリテーション初期加算）
骨移植術(軟骨移植術を含む。)(同種骨移植(非生体)(同種骨
移植(特殊なものに限る。)))

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺
葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）／内視鏡下胃、
十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術／胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）
／小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）／結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）／腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）／
尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）／膀胱腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）／腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））

胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 4気管支形成を伴う肺切除 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

同種死体肺移植術 内視鏡的逆流防止粘膜切除術

生体部分肺移植術 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は1肺葉を
超えるものに限る。)（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

植込型補助人工心臓(非拍動流型)

胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併
切除を伴うもの）に限る。）

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

大動脈バルーンパンピング法(IABP法)

胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

気管支バルブ留置術 補助人工心臓

乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）／乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）／両心室
ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

乳がんセンチネルリンパ節加算１及び２
植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）／植込型除細動器交換術（その他
のもの）及び経静脈電極抜去術

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）／両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（経静脈電極の場合）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)(歯科診療以外の
診療に係るものに限る。)／下顎骨形成術(骨移動を伴う場合
に限る。)(歯科診療以外の診療に係るものに限る。)

ペースメーカー移植術／ペースメーカー交換術

頭頸部悪性腫瘍光線力学療法
ペースメーカー移植術／ペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

植込型骨導補聴器移植術／植込型骨導補聴器交換術 経カテーテル大動脈弁置換術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 経皮的僧帽弁クリップ術

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。） 不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

人工中耳植込術
経皮的冠動脈形成術(特殊カテーテルによるもの)　 アテロー
ム切除アブレーション式血管形成術用カテーテルによるもの

人工中耳用材料 胸腔鏡下弁形成術

人工内耳植込術 胸腔鏡下弁置換術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

植込型骨導補聴器植込術 内視鏡下筋層切開術

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術
経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）　高速回転
式経皮経管アテレクトミーカテーテルによるもの

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

同種死体小腸移植術 陰嚢水腫手術　その他

腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

埋没陰茎手術

同種死体膵移植術 精巣温存手術

同種死体膵腎移植術 陰嚢水腫手術　鼠径部切開によるもの

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

人工尿道括約筋植込・置換術

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）

同種死体肝移植術 膀胱水圧拡張術

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 ハンナ型間質性膀胱炎手術

腹腔鏡下膵中央切除術 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの） 同種死体腎移植術

生体部分肝移植術 生体腎移植術

腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） 腎腫瘍凝固・焼灼術(冷凍凝固によるもの)

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うものに限る。）

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）

腹腔鏡下肝切除術
腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を
含む。）

腹腔鏡下小切開腎部分切除術

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 腹腔鏡下小切開腎摘出術

腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下小切開腎(尿管)悪性腫瘍手術

腹腔鏡下胃全摘術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））

腹腔鏡下副腎摘出手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術 腹腔鏡下小切開副腎摘出術

腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））

腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出手術（褐色細胞腫）（内視鏡手術
用支援機器を用いるもの）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））

内視鏡的小腸ポリープ切除術

腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）
腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

麻酔管理料(Ⅱ) 有床義歯咀嚼機能検査２のイ／ロ

周術期薬剤管理加算（麻酔管理料(Ⅱ)） 咀嚼能力検査

放射線治療専任加算 咬合圧検査

乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患者に対して行うも
のに限る。）（医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲
げる手術）

歯科訪問診療料の注13に規定する基準

麻酔管理料(Ⅰ) 口腔細菌定量検査

周術期薬剤管理加算（麻酔管理料(Ⅰ)） 有床義歯咀嚼機能検査１のイ／ロ

手術の休日加算１／時間外加算１／深夜加算１ 看護職員処遇改善評価料６９

医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6(歯科点数表第2
章第9部の通則4を含む。)に掲げる手術

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患者に
対して行うものに限る。）（医科点数表第2章第10部手術の通
則の19に掲げる手術）

入院ベースアップ評価料８７

同種クリオプレシピテート作製術
保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術
中迅速病理組織標本作製

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 歯科治療時医療管理料

貯血式自己血輸血管理体制加算 病理診断管理加算2

自己生体組織接着剤作成術 悪性腫瘍病理組織標本加算

自己クリオプレシピテート作製術（用手法） 保険医療機関間の連携による病理診断

胎児胸腔・羊水腔シャント術 定位放射線治療呼吸性移動対策加算

体外式膜型人工肺管理料 画像誘導密封小線源治療加算

輸血管理料Ⅰ デジタル病理画像による病理診断

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 体外照射呼吸性移動対策加算

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

1回線量増加加算（前立腺照射）

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 定位放射線治療

腹腔鏡下仙骨腟固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

1回線量増加加算（全乳房照射）

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

強度変調放射線治療(IMRT)

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 画像誘導放射線治療加算(IGRT)

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

外来放射線治療加算

腹腔鏡下仙骨腟固定術 高エネルギー放射線治療

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

口腔病理診断管理加算２

歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養費（Ⅰ）

有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算１及
び２

歯科矯正診断料

顎口腔機能診断料(顎変形症(顎離断等の手術を必要とする
ものに限る。)の手術前後における歯科矯正に係るもの)

光学印象

歯科技工士連携加算1及び光学印象歯科技工士連携加算

CAD／CAM冠及びCAD／CAMインレー

周術期薬剤管理加算（歯科麻酔管理料）

クラウン・ブリッジ維持管理料

う蝕歯無痛的窩洞形成加算

頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科）

レーザー機器加算

歯科麻酔管理料

上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)(歯科診療に係るも
のに限る。)／下顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)(歯科
診療に係るものに限る。)

顎関節人工関節全置換術（歯科）

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

口腔粘膜処置

歯根端切除手術の注３

歯周組織再生誘導手術

歯科画像診断管理加算１

歯科画像診断管理加算２

手術用顕微鏡加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

精密触覚機能検査

睡眠時歯科筋電図検査

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 12

剖検率（％） 4.3

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・該当なし 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

163回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

灌流型3次元血液脳関門モデルを用いた中枢神経系
疾患治療薬の開発 諸藤　陽一 脳神経外科 3,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

地域医療情報システムを用いた脳卒中・心疾患共通レ
ジストリ構築と予後予測因子の探索 立石　洋平 脳神経内科 700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

Trained immunityによるアトピー性気管支喘息根治療
法の開発 深堀　範

呼吸器内科
(第二内科)

705,412
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ウルトラファインバブル(ナノバブル)水を使用した創傷
治癒促進戦略 大石　海道

腫瘍外科
（第一外科）

800,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

悪性腸腰筋症候群の病態に筋紡錘が与える影響の解
明と疼痛コントロール方法の検討 石井　浩二 麻酔科 600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

カルシウムハンドリング制御による敗血症性心筋症の
治療戦略 吉富　修 麻酔科 700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

β－シクロデキストリンの包接および除放作用を応用
した新規根管貼薬剤の開発 柳口　嘉治郎

歯科保存治療室
（保存・補綴歯科）

700,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

多施設共同研究による舌癌予防郭清の適応決定、バ
イオマーカー検索と組織バンクの構築 大鶴　光信

口腔顎顔面外科室
(第一口腔外科)

500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ペムブロリズマブの治療効果予測に関する薬剤感受
性機構の解明 鳴瀬　智史

口腔顎顔面外科室
(第一口腔外科)

1,200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔がんの進展・転移における低酸素環境下での
cPLA2の働き 佛坂　由可

矯正歯科
(歯科矯正学）

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

がん化学療法誘発口腔粘膜炎に対するTNF-αアンタ
ゴニストの効果についての検討 吉松　昌子 口腔管理センター 800,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

遠隔専門医療支援におけるサイバーコンサルテーショ
ンの有用性の検討 辻野　彰 脳神経内科 900,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ICT連携の検査データ共有による糖尿病コントロールと
歯周治療の数値的関係の解明 山下　利佳 口腔管理センター 400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

PK/PDモデルを用いたVenetoclax最適投与法の確立 里　加代子 薬剤部 2,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

メタボローム解析を用いた肺動脈性肺高血圧症のバイ
オマーカの網羅的探索 江口　正倫 循環器内科 1,300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腹膜線維化におけるマクロファージの極性の関与と新
規治療法への応用 西野　友哉 腎臓内科 900,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

蛋白質メチル化酵素によるDNA修復機構を標的とした
骨髄性腫瘍の新規治療法の開発 糸永　英弘

血液内科
(原研内科)

1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

家族性地中海熱の病態における免疫老化の意義を明
らかにする研究 古賀　智裕

リウマチ・膠原病内科
(第一内科)

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

好中球活性化に着目した強皮症合併肺高血圧症の早
期診断・治療標的の包括的同定と展開 井川　敬

リウマチ・膠原病内科
(第一内科)

800,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

細菌毒素の病原性における宿主因子GILTの働きに関
する基礎および臨床研究 高橋　健介

高度救命救急センター
（救急科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

乳癌における新規リンパ節転移診断キットの術前薬物
療法症例への適応拡大 大坪　竜太

腫瘍外科
(第一外科)

1,500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

組織融合技術を用いた直腸吻合器の開発と縫合不全
予防のマネージメントの確立 野中　隆

腫瘍外科
(第一外科)

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

HLA-G誘導MSCによる局所免疫の抑制機序解析と免
疫抑制性バイオマテリアル開発 田上　幸憲

腫瘍外科
(第一外科)

1,200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

SGLT阻害薬が心筋虚血再灌流障害時の内在性臓器
保護効果に与える影響と機序解明 一ノ宮　大雅 麻酔科 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

肥大心のメタボローム解析と薬理学的コンディショニン
グにおけるNAD+合成系の制御 岩崎　直也

集中治療部
(麻酔科)

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

トランスクリプトーム解析から展開するパターン認識を
応用した病態解析法の基盤構築 田島　吾郎 高度救命救急センター 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新規肺特異的疑似毛細血管壁モデルによるARDS病
態解明と治療開発 田中　健之 感染制御教育ｾﾝﾀｰ 800,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

絨毛性疾患と関連するcircularRNAの同定とその臨床
的意義に関する研究 長谷川　ゆり 産科婦人科 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

羊膜チューブキャッピングによる外傷性神経腫の制御 岩尾　敦彦 形成外科 1,200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

臍帯由来間葉系幹細胞からの骨芽細胞分化における
Prrx1の影響 江頭　寿洋 口腔管理センター 1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

マイクロラーニングによる技術修得系研修のICT教育
は対面での実技研修を超える 野上　朋幸 口腔管理センター 700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オンラインでの双方向性連携を活用した県内の医療施
設での糖尿病治療標準化への有効性

鎌田　昭江
（森内　昭江）

糖尿病診療支援セン
ター(第一内科)

500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

遠隔医療支援システムが医療種の業務負担に与える
影響についての検討 田浦　直太 病床管理センター 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

人工呼吸器関連肺炎予防のためのハイブリッド口腔ケ
ア材料の創製 中尾　紀子 口腔管理センター 1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

チョークサインより早く窒息の予兆をAIが見極める食事
モニターの開発 玉田　泰嗣

義歯補綴治療室
（保存・補綴歯科）

400,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

自閉スペクトラム症の痛覚・温冷覚における感覚処理
パターンの同定 山本　直毅 精神科神経科 1,600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ロボット支援手術チームが作る映像教材とトレーニン
グ機器による教育システムの構築 光成　健輔 泌尿器科・腎移植外科 2,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

悪性神経膠腫に対する脂質ナノ粒子を利用した核酸
医薬の脳指向型薬物送達法の確立 松尾　彩香 脳神経外科 1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

複数の癌特異的代謝をターゲットとする新規肝癌代謝
薬創薬への基盤研究 三馬　聡 消化器内科 500,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

プラスチックの吸入による肺や全身への健康影響 城戸　貴志
呼吸器内科
(第二内科)

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

関節リウマチに伴う間質性肺疾患における感染症リス
ク因子の探索 細萱　直希 臨床研究センター 2,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

IRF4特異的核酸医薬製剤を用いた新規1型糖尿病発
症予防・進展阻止法の開発 錦戸　慎平

内分泌・代謝内科
(第一内科)

2,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

脂肪幹細胞での肛門機能低下の新規予防法開発と人
工肛門括約筋による肛門機能再生研究 富永　哲郎

腫瘍外科
（第一外科）

900,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

尿路癌におけるLATS-1/2の病理学的意義の解明と新
たな治療戦略の構築 松尾　朋博 泌尿器科・腎移植外科 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

次世代ハイブリット型全層角膜の作製と保存方法の開
発 上松　聖典 眼科 700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

GPx4に着目したビスホスホネート製剤関連顎骨壊死
に対する予防・治療法の開発 尾立　哲郎 冠補綴治療室 1,300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

食塊形成の過程を可視化する食事介助モニタリングシ
ステム 高橋　陽助

義歯補綴治療室
（保存・補綴歯科）

2,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔外科手術後挿管患者に対する抗菌薬局所投与に
よる術後肺炎発症予防 三浦　桂一郎

口腔顎顔面外科室
(第一口腔外科)

1,500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

身体的フレイルを有する慢性呼吸器疾患患者におけ
る新たな運動プログラムの開発 花田　匡利 リハビリテーション部 1,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

集中治療患者における人工呼吸器装着下での嚥下障
害の評価法および治療法の開発 高畠　英昭 リハビリテーション部 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

原爆被爆者のクローン性造血と生活習慣病、悪性腫
瘍発症との関連を解明する研究 佐藤　信也

血液内科
(原研内科)

1,400,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔細菌由来ジペプチジルペプチダーゼによる歯周炎
重症化についての生化学的探究 西俣　はるか 小児歯科 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

精神疾患との共生型社会実現に向けた「病気の視える
化」への挑戦 大山　要 薬剤部 8,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

糖尿病関連歯周炎における骨細胞ギャップ結合を介し
た細胞間情報伝達機構の解明 坂本　英次郎

歯科保存治療室
（保存・補綴歯科）

876,894
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

肝細胞癌分子標的薬治療の有害事象予測モデルを組
み合わせた新規効果予測 佐々木　龍 消化器内科 500,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

プロサイモシンα由来ペプチドによるシスプラチン誘発
性腎障害の新規予防法開発 鳥越　健太 腎臓内科 100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

細菌性肺炎の重症化メカニズムの解明および重症化
を抑制する方法の検証 賀来　敬仁 検査部 1,487,744

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

乳癌発癌機構におけるゲノム不安定性の53BP1を指
標とした総合的解析 上木　望

地域病理診断支援セン
ター

900,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

血中循環腫瘍DNAを用いた甲状腺乳頭癌の新たな治
療戦略基盤の構築 田中　彩

腫瘍外科
（第一外科）

1,400,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

低分子化合物による肝前駆細胞を用いた肝加齢性変
化の改善、若返り治療 原　貴信

移植・消化器外科
（第二外科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

臍帯由来間葉系幹細胞誘導筋芽細胞を用いた革新的
消化器手術合併症予防法の開発 小林　慎一朗

移植・消化器外科
（第二外科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

マウス小腸移植モデルを用いた小腸移植後抗体関連
型拒絶反応の発症機序と治療法の解明 松島　肇

移植・消化器外科
（第二外科）

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

Ex vivo再生肺における生体内微小環境を再現した肺
胞上皮構造の再構築 橋本　泰匡

腫瘍外科
（第一外科）

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

肺癌術後患者における術後呼吸筋機能障害に着目し
た新たなアプローチの検討 及川　真人 リハビリテーション部 700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

細胞外小胞が肝臓構成細胞へ与える影響からみる
NASH治療標的の探索 福島　真典 消化器内科 1,300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

マクロファージにおける交感神経と副交感神経を介し
た抗炎症効果の相互作用の解明 牟田　久美子

腎臓内科
(第二内科)

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ADAMを介した全身性エリテマトーデスにおけるTh17
細胞分化制御機構の解明 梅田　雅孝

リウマチ・膠原病内科
(第一内科)

1,600,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

肺非結核性抗酸菌症の新規治療法開発に向けた組織
常在型リンパ球による予防効果の検証 岩永　直樹

呼吸器内科
(第二内科)

1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

植物性アルカロイドであるセファランチンを応用した義
歯患者用機能的口腔保湿剤の開発 叶井　里歩

義歯補綴治療室
（保存・補綴歯科）

1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

成育期の咀嚼・嚥下機能発達不全がオーラルフレイル
を引き起こすメカニズムの解明 吉見　知子

矯正歯科
(歯科矯正学）

1,700,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

運動療法と栄養療法の相乗効果による重症大動脈弁
狭窄症患者の予後改善への挑戦 矢野　雄大 リハビリテーション部 400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

救急医療における深層学習を用いた腹部CT画像AI診
断補助システムの開発 中尾　康彦 消化器内科 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オーラルスキャナを応用したテーラーメイド電動歯ブラ
シの開発と有効性について 小関　優作 口腔管理センター 400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

悪性胸膜中皮腫におけるDNA修復機構阻害薬がもた
らすがん免疫賦活化作用の解明 谷口　寛和

呼吸器内科
(第二内科)

1,400,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

間質性肺炎合併肺癌において薬剤性肺炎の発症を予
測する新規高分解能CTスコアの確立 行徳　宏

呼吸器内科
(第二内科)

900,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

原発性線毛運動不全症診断における客観的・自動的
評価法の確立 由良　博一

呼吸器内科
(第二内科)

1,200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

非小細胞肺癌におけるAXL-MBIP融合遺伝子の病的
意義の解析と治療標的の検索 竹本　真之輔

呼吸器内科
(第二内科)

2,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

抗基底膜抗体型腎炎における自律神経刺激による腎
保護効果の検討 阿部　伸一

呼吸器内科
(第二内科)

1,400,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

剥脱性口唇炎の病態の探索：唾液に関する検討 鍬塚　さやか 皮膚科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

特発性多中心性キャッスルマン病のリンパ節領域数と
病態との関連を明らかにする研究 住吉　玲美 臨床研究センター 2,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

サイトカインを用いた肺アスペルギルス症の病態解明
と新規治療法の開発 伊藤　裕也

呼吸器内科
(第二内科)

800,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

難治性放射線皮膚障害に対するIL－12製剤の臨床応
用実現に向けて 西條　広人 形成外科 1,600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新規自己組織化ナノデバイスを搭載した遺伝子活性
化基質GAMの開発 原　昌士

顎口腔再生外科室
（第二口腔外科）

1,500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

自己非培養脂肪組織由来細胞移植によるインプラント
周囲炎新規治療法開発基盤構築研究 張　暁旭 冠補綴治療室 1,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔癌における免疫チェックポイント分子の発現と臨
床学的因子との関連 古川　浩平

口腔顎顔面外科室
(第一口腔外科)

1,600,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

唾液バイオマーカーを用いた術後睡眠障害の発症機
序の解明および新規予防法の確立

本田　由
（尾崎　由）

麻酔・生体管理科 1,800,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

地域医療圏を反映する新しい外来経口抗菌薬使用量
評価システムと耐性菌抑制効果 柿内　聡志 感染制御教育ｾﾝﾀｰ 2,500,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

膵癌EUS-FNA検体を用いたex vivo培養システム構築
と新規薬剤感受性試験の確立 高橋　孝輔 総合患者支援部 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ラットCLiPを用いた肝小葉様構造の作製および移植の
実施、構造並びに機能評価 哲翁　華子

移植・消化器外科
（第二外科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周病および歯周病原細菌量と咀嚼機能の変化が糖
尿病へ及ぼす影響：五島コホート研究 大平　真之

歯科保存治療室
（保存・補綴歯科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

炭酸アパタイトの骨置換制御機構解明による個別化骨
補填材料創製のための基盤構築研究 張　暁旭 冠補綴治療室 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

特定健診の受診集団を対象とした電子的患者報告ア
ウトカム（ePRO）の開発 矢野　浩史 臨床研究センター 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

高齢肝再生不全に対するSenolysisの試み 右田　一成
移植・消化器外科

（第二外科）
1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

悪性神経膠腫に対するmiRNAを使用した核酸医薬とそ
の非侵襲的送達法の開発 中村　光流 脳神経外科 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

金属アレルギーにおける新規Rabタンパク質の機能解
明 野黒美　麻由子

義歯補綴治療室
（保存・補綴歯科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

M1マクロファージを機軸としたMRONJの病態形成機構
解明と治療法開発基盤構築研究 小堤　涼平

冠補綴治療室
（保存・補綴歯科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

診療データと免疫学的指標の統合処理型人工知能に
よるirAE予測モデルの開発 橋詰　淳哉 安全管理部/薬剤部 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

HTLV-1の自己抗体産生系やThサブセットに及ぼす影
響 清水　俊匡 臨床研究センター 50,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オルガノイド由来II型肺細胞とデザイナー臍帯MSCの
共移植による革新的細胞治療の創出 土肥　良一郎 腫瘍外科 30,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

難聴児見逃しゼロを目指した小児聴覚スクリーニング
システムの構築 小路永　聡美

耳鼻咽喉科・頭頸部外
科

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

若年者ピロリ検診の実装化とピロリ胃炎進展メカニズ
ムの解明 山口　直之 消化器内科 50,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腫瘍循環器リハビリテーションのQOLに着目した効果
の検証 佐藤　俊太朗 臨床研究センター 500,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

老化細胞の蓄積を起因とするループス腎炎の病態形
成と治療標的分子の解明 井川　敬

リウマチ・膠原病内科
（第一内科）

50,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

アミノ酸固定化カラムと神経筋接合部に対する病原性
自己抗体 吉村　俊祐 脳神経内科 100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腫瘍循環器リハビリテーションのQOLに着目した効果
の検証 大山　要 薬剤部 2,900,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

老化細胞の蓄積を起因とするループス腎炎の病態形
成と治療標的分子の解明 嶺　豊春 薬剤部 470,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

アミノ酸固定化カラムと神経筋接合部に対する病原性
自己抗体 冠地　信和 精神科神経科 470,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

自閉スペクトラム症児の深奥質感認識における経時的
変化と個人因子との関係の解明 熊﨑　博一 精神神経科学 3,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

精神障害者の多様な知覚クオリアに影響する個人因
子の解明 熊﨑　博一 精神神経科学 4,600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

発達障害学生のオンライン授業における複数ロボット
による支援システムの開発 熊﨑　博一 精神神経科学 7,700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

プレボテラ菌による肺炎増悪の機序の解明及び新規
治療法の開発 迎  寛

呼吸器内科
（第二内科）

616,525
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

HTLV-1の分子系統別疾患感受性の解明と層別化コ
ホート研究の構築 前田　隆浩 総合診療学 2,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

多疾患併存は高齢者の加齢性身体機能低下とどのよ
うな疫学的関連性があるのか 山梨　啓友 総合診療学 2,600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

組織マクロファージの動的恒常性維持機能を標的軸と
したデザイナー細胞医薬の開発 住田　吉慶 先進口腔医療開発学 4,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

プレボテラ菌による肺炎増悪の機序の解明及び新規
治療法の開発 迎  寛

呼吸器内科
（第二内科）

5,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

マクロファージ階層構造と組織配向性制御によるイン
プラント周囲炎の病態形成機構解明 澤瀬　隆

口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

3,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

自浄機能と生理活性物質徐放ドラッグデリバリー機能
をもつ多機能軟質リライン材の開発 村田　比呂司

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

4,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

自己免疫疾患における所属リンパ節の免疫機能是正
を標的軸としたデザイナー細胞の開発 井　隆司

顎口腔再生外科学
（口腔外科学第二）

3,600,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

光合成の触媒系を象牙質接着強化に応用し歯根を保
存するバイオミメティクス研究 平　曜輔

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

32,625
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

生体外MRIで作成した高分解能定量的磁化率マップに
よる動脈硬化性プラーク成分解析 石丸　英樹 放射線診断治療学 206,373

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

括約筋再生のための機能的筋細胞シートの開発 金高　賢悟
移植・消化器外科

（第二外科）
627,014

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

天然活性物質含有ナノバブル水を利用した無髄歯に
対する革新的象牙質改質剤の開発 山田　志津香 歯周歯内治療学 742,901

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

USを用いた高精度口腔癌リンパ節転移診断法の確立 榮田　智 歯科放射線学 1,864,302
補
委

独立行政法人日本
学術振興会
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低濃度フッ化物を用いた放射線性う蝕予防に関する多
施設共同第Ⅲ相試験 五月女　さき子

口腔保健学
（予防歯科）

31,760
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

医療・介護連結ビッグデータによるポリファーマシーと
介護リスクの関連分析 永田　康浩 地域医療学 1,353,883

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

びまん性肝腫瘍に対する症状緩和効果の向上を目指
した肝機能温存放射線治療の開発 東家　亮 放射線診断治療学 1,133,679

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

関節炎が起こる前段階で関節リウマチの発症を人工
知能で予測する多角的研究 玉井　慎美

リウマチ・膠原病内科学
（第一内科）

673,189
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

早期診断が困難な腎移植後抗体関連型拒絶反応に
対する革新的検査法の創出 今村　亮一 泌尿器科 2,074,754

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

重症二次性三尖弁逆流に対するスパイラル・サスペン
ション法の有効性に関する臨床研究 三浦　崇 心臓血管外科学 1,252,553

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オピオイド受容体の細胞内局在と活性変化に基づく最
適なオピオイド順次投与法の確立 村田　寛明 麻酔科 415,675

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

顕微鏡手術へのロボット導入の為の高解像度3Dモニ
ター下微細手術の問題解明 松尾　孝之 脳神経外科 1,436,060

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

がん脳転移にペリサイトが及ぼす影響をin vitro血液脳
関門モデルで解明する 氏福　健太 脳神経外科 1,780,159

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

陣痛発来と関連するRNAプロファイルの同定とその臨
床的意義に関する研究 三浦　清徳 産科婦人科 2,164,880

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

産科疾患における妊娠産物由来間葉系幹細胞・エクソ
ソームの臨床的意義に関する研究 三浦　生子 産科婦人科 2,933,781

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周病発症における新規小胞輸送因子の分子機構の
解析 近藤　好夫 小児歯科学 923,175

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

高齢ドナー顎骨由来MSCを用いたSASP抑制による高
度顎堤吸収治療法の開発研究 原田　佳枝

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

543,463
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

リソソームに着目した口腔癌細胞のマルチモーダルイ
メージング解析 角　忠輝 総合歯科臨床教育学 572,837

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

幼小児期の味覚を標的とした「トラッキング」に基づく
「生活習慣病」予防対策の実用化 藤山　理恵 総合歯科臨床教育学 2,419,324

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

骨髄異形成症候群におけるKMT2Dの役割の解明とそ
れに基づいた新規治療法の開発 安東　恒史 原研内科 303,054

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

Mixed Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠隔
医療システムの構築 川尻　真也 地域医療学 886,046

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

特発性多中心性キャッスルマン病の病型をクラスタリ
ングする分子基盤研究 川上　純

リウマチ・膠原病内科学
（第一内科）

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新規モデルマウスを用いたアスペルギローマ排除機構
の解明および薬物動態の解析 田代　将人 感染症学 100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

1型糖尿病のエフェクター機能を反映した抗原特異的T
細胞マーカーの開発 赤澤　諭

リウマチ・膠原病内科学
（第一内科）

2,212,531
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

低分子化合物によるリプログラミング技術を用いた自
己非β膵細胞からの新規β細胞誘導 足立　智彦

移植・消化器外科
（第二外科）

1,702,760
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

化学的誘導肝前駆細胞によるin vivoにおける胆管再
構築 曽山　明彦

先端技術展開外科学講
座

2,065,391
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

加齢黄斑変性の予後改善を目指した治療抵抗例の検
討とGLP1刺激による新規治療開発 大石　明生 眼科 1,003,484

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ケロイド発生に対するfibroblast分化の関与 樫山　和也 形成再建外科学 2,913,751
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

薬剤関連顎骨壊死手術における適切な骨切除範囲決
定方法：多機関共同前向き研究 六反田　賢

口腔腫瘍治療学
（口腔外科学第一）

624,122
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

MRIと深層学習を用いた口腔癌リンパ節転移予測法の
確立 角　美佐 歯科放射線学 1,356,907

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

低酸素細胞の放射線抵抗性におけるcPLA2の働き 片山　郁夫 歯科放射線学 2,701,949
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

気道・肺検体に蓄積されたマイクロプラスチックの呼吸
器疾患への影響に関する研究 溝口　聡

腫瘍外科学
（第一外科）

1,515,170
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

Colitic cancerの発症予測を可能とする腸管幹細胞の
ゲノム不安定性解析 赤澤　祐子 組織細胞生物学 1,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新規症候性疾患ROBO1異常症における臨床的、分子
遺伝学的研究 伊達木  澄人 小児科学 3,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

アスペルギルスと細菌の微生物間インタラクション解析
による重複感染病態の解明と制御 泉川　公一 感染制御教育センター 1,407,150

補
委

独立行政法人日本
学術振興会
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悪性脳腫瘍に対するマイクロバブルと集束超音波によ
るmRNA医薬非侵襲的送達法の開発 日宇　健 脳神経外科 1,831,886

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

次世代型バイオセラミックスを用いた不完全垂直歯根
破折に対する新規治療法の開発 松裏  貴史 歯周歯内治療学 980,242

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ステロイド含漱剤の口腔粘膜炎発症予防に関する多
機関共同第Ⅲ相ランダム化比較試験 五月女　さき子

口腔保健学
（予防歯科）

1,910,620
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オピオイド受容体・ノシセプチン受容体を標的とした新
しい周術期鎮痛法・鎮痛薬の開発 倉田  眞治 歯科麻酔学 2,071,240

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

歯根吸収発症における細胞小器官分解システム関連
蛋白の役割 佛坂　斉祉

矯正歯科
(歯科矯正学）

2,520,040
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

パーキンソン病モデルマウスを用いた咀嚼・嚥下障害
発症メカニズムの解明と治療法開発 吉田　教明

矯正歯科
(歯科矯正学）

2,073,916
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

仮想曝露とバイオフィードバックによる歯科恐怖症治
療システムの開発 田上　直美 小児歯科学 1,104,774

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

GPx4に着目したビスホスホネート製剤関連顎骨壊死
に対する予防・治療法の開発 尾立　哲郎

口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,627,398
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

iPS細胞由来巨核球を骨誘導のデザイナー細胞として
応用した新しい骨再生治療開発 住田　吉慶 先進口腔医療開発学 404,355

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

様々な臓器再生に応用可能な人工臓器基本骨格作製
と大量生産・品質向上の基礎的研究 松本　桂太郎

腫瘍外科学
（第一外科）

1,600,703
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

発達障害者の自己意思決定を支援するマルチロボット
連携システムの開発 熊﨑　博一 精神神経科学 3,250,610

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

イモリの驚異的飢餓耐性と組織再生を支えるオート
ファジーの制御機構の解明 川端　剛 幹細胞生物学 1,885,651

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

交代勤務看護師を対象とした認知行動療法を用いた
睡眠衛生教育プログラムの確立 長浦　由紀 総合診療学 22,658

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

銀ナノ粒子担持加工技術を応用したアクリル系軟質リ
ライン材への抗菌効果の付与 江越　貴文

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

768,692
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

薬剤関連顎骨壊死の治療予後に寄与する骨膜反応の
放射線学的および病理組織学的解析 林田　咲 口腔腫瘍治療学 472,244

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

マウスモデルを用いたカンジダ属の薬剤耐性機序の解
明 平山　達朗 薬物治療学 1,784,396

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

アセチルクエン酸トリブチルを用いた生体親和性の高
い光重合型軟質リライン材の開発 森　智康

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

1,750,929
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

MRSA治療最適化を目指した、流行クローン劇的変化
の要因とその病原性の解明 加勢田  富士子

病態解析・診断学
（臨床検査医学）

1,827,320
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

メタボローム解析を用いた肺動脈性肺高血圧症のバイ
オマーカの網羅的探索 江口 正倫 循環器内科 700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

M1マクロファージを機軸としたMRONJの病態形成機構
解明と治療法開発基盤構築研究 小堤　涼平

口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,198,983
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

発汗を制御する合成化合物の開発を通してヒトの環境
適応能力を高める探索的研究 室田　浩之 皮膚科 2,500,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

線維シグネチャーに基づくNAFLD肝発癌予測のバイオ
マーカーの開発 宮明　寿光 消化器内科 1,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

HSP47を創薬標的とした新規肺線維症治療薬開発と
肺線維化機序の解明 坂本　憲穂

呼吸器内科
（第二内科）

1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

全身性強皮症における新規病態関連因子の同定：免
疫複合体に着目した検討 岩本　直樹

リウマチ・膠原病内科学
（第一内科）

1,700,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

Candida aurisの薬剤耐性機序の解明とその克服 平山　達朗 薬物治療学 1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

短腸症候群治療を目的とした細胞シートによる新規小
腸延長術式の開発 金高　賢悟

移植・消化器外科
（第二外科）

1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

人工知能と仮想空間再現技術を用いた脳外科手術技
能評価モデルの構築 松尾　孝之 脳神経外科 1,600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新規画像検査であるHR-pQCTを用いた骨粗鬆症の発
症進行メカニズムの横断・縦断的解析 千葉　恒 整形外科 800,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腎移植後腎機能低下に影響を及ぼす腎尿細管間質線
維化を抑制する革新的手法の確立 今村　亮一 泌尿器科 1,300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

胎児機能と関連するRNAプロファイルの同定とその臨
床的意義に関する研究 三浦　清徳 産科婦人科 1,700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

癒着胎盤と関連するRNAプロファイルの同定とその臨
床応用に関する研究 三浦　生子 産科婦人科 1,700,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会
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マクロファージを標的とした、放射線照射後声帯炎の
予防に関する基礎的研究 熊井　良彦

耳鼻咽喉・頭頸部外科
学	

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

上皮細胞のピロトーシス様細胞死抑制による歯周炎発
症予防法の開発 尾崎　幸生 歯周歯内治療学 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

インフラマソームプライミングを指標とした歯周病と全
身疾患の分子生物学的関連解析 吉村　篤利 歯周歯内治療学 1,300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

抗菌性と薬物送達性を有するアジュバント含有次世代
根管貼薬剤の歯根破折抵抗性の検討 山田　志津香 歯周歯内治療学 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新規Rabタンパク質機能に着目した歯周疾患発症と病
態形成の解析 近藤　好夫 小児歯科学 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

GGOHを利用したインプラント周囲における骨質改善療
法の開発研究 右藤　友督

口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,300,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

暖色を呈する銀ナノ微粒子を応用したアクリル系軟質
リライン材への抗菌効果の付与 江越　貴文

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

1,500,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔癌細胞の酸性環境に関与するリソソーム膜の動
態のイメージング解析 角　忠輝 総合歯科臨床教育学 1,300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

MRIを用いた高精度口腔癌リンパ節転移予測法の確
立 榮田　智 歯科放射線学 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

幼小児期の味覚をターゲットとしたNCDs予防プログラ
ムの構築 藤山　理恵 総合歯科臨床教育学 1,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ゲノムとエピゲノムが中耳真珠腫の骨破壊性進展へ及
ぼす影響の解明 佐藤　智生

耳鼻咽喉・頭頸部外科
学	

1,000,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

トポロジカルデータ解析を用いた神経精神ループスの
診断精度向上のための臨床研究 浦島　佳代子 精神神経科学 2,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

食道機能障害の早期発見：AI教育プログラムの導入
がもたらす可能性 田渕　真惟子

組織細胞生物学
（第三解剖）

2,200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

MΦのリプログラミングを機軸としたMRONJの病態形
成機構解明と治療法開発基盤構築研究 小堤　涼平

口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,700,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

異所性腸管細胞シートによる生体内グラフトの創製 宮本　大輔
移植・消化器外科

（第二外科）
1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

AIによる矯正学的歯の移動予測・可視化システムの構
築-症例データベースの応用- 小牧　博也

矯正歯科
(歯科矯正学）

2,200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

咬筋・下顎骨間のmyokineによるcross-talkと下顎角形
態との関わり 山田　朋弘 口腔顎顔面外科学 1,400,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腹腔内カンジダ症における病態解析と新たな治療戦略
の開発 芦澤　信之

呼吸器内科
（第二内科）

2,911,183
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

歯周病と動脈硬化-微細炎症合併日本人型経度肥満
モデルでの検討 岩下　未咲 歯周歯内治療学 2,076,221

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

薬剤関連顎骨壊死の原因薬剤休薬は骨代謝機構を
回復させ治療成績に寄与するか？ 大森　景介

口腔腫瘍治療学
（口腔外科学第一）

2,072,218
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔細菌由来ジペプチジルペプチダーゼによる歯周炎
重症化についての生化学的探究 西俣　はるか 小児歯科学 2,125,364

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

肺胞オルガノイド新規培養系の確立によるin vitroヒト
肺線維症モデル創出 土肥　良一郎

腫瘍外科
（第一外科）

2,800,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ケミカルダイレクトリプログラミングによる肺胞上皮細
胞誘導法の開発 土肥　良一郎

腫瘍外科学
（第一外科）

3,238,940
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

マクロファージにおける交感神経と副交感神経を介し
た抗炎症効果の相互作用の解明 牟田　久美子

腎臓内科
(第二内科)

800,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

臍帯由来間葉系幹細胞からの骨芽細胞分化における
Prrx1の影響 江頭　寿洋 先進口腔医療開発学 1,200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

羊膜チューブキャッピングによる外傷性神経腫の制御 岩尾　敦彦 形成再建外科学 2,047,106
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オプトジェネティクスを用いた腎交感神経刺激による腎
保護メカニズムの解明 梅根　隆介 内臓機能生理学 1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

巨核球の分化制御が織りなす骨再生・骨疾患治療の
開発 長野　敏樹 先進口腔医療開発学 1,100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

エクソソーム内microRNAによる筋機能発達不全とサ
ルコペニアの診断法の開発 藤田　優子 小児歯科学 1,332

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

マイクロRNAによる筋および骨量調節因子の探索と機
能解析 藤田　優子 小児歯科学 779,870

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

ひきこもりの生物心理社会的病態理解に基づく多元的
な支援法開発 熊﨑　博一 精神神経科学 300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

認知バイアスから自閉症者の行動を探る：自閉症者の
診療場面における説明再考に向けて 熊﨑　博一 精神神経科学 600,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

新たな骨再生医療創成に向けた間葉系幹細胞の再定
義とエネルギーセンシング機構の解明 熊﨑　博一 精神神経科学 160,438

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

下顎無歯顎に応用する軟質リライン材の臨床効果-多
施設ランダム化比較試験- 村田　比呂司

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

108,720
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

IgG4関連涙腺・唾液腺炎の診断基準への超音波診断
導入のための多施設共同研究 高木　幸則 歯科放射線学 128

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

口腔常時菌による血流感染の発症機構に基づいた医
科歯科連携による高度管理方法の構築 五月女　さき子

口腔保健学
（予防歯科）

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腎移植患者におけるSGLT2阻害薬の腎保護効果 今村　亮一 泌尿器科 150,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

尿中蛋白質断片の網羅的解析による日和見感染症の
新規診断法の開発 平山　達朗 薬物治療学 22,404

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

HMGB1ペプチドを用いた末梢血間葉系幹細胞動員に
よる腎線維化の抑制 今村　亮一 泌尿器科 150,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

高齢者の機能歯数・オーラルフレイルと唾液中細菌の
関連：天草コホート研究 五月女　さき子

口腔保健学
（予防歯科）

150,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

抜歯後MRONJ発症機序の解明および予防策の確立 五月女　さき子
口腔保健学
（予防歯科）

150,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

シリコン微細粒子経口投与によるラット異系腎移植モ
デルにおける免疫応答への効果 今村　亮一 泌尿器科 200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

腎移植後拒絶反応の診断および治療効果予測のため
の革新的新規バイオマーカーの創出 今村　亮一 泌尿器科 200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

脳可塑性変化に基づく口腔リハビリテーション効果の
解析 村田　比呂司

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

65,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

難聴児見逃しゼロを目指した小児聴覚スクリーニング
システムの構築 熊井　良彦

耳鼻咽喉・頭頸部外科
学	

28,660
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

難聴児見逃しゼロを目指した小児聴覚スクリーニング
システムの構築 佐藤　智生

耳鼻咽喉・頭頸部外科
学	

47,500
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

マイノリティストレスがHIV陽性者の治療意欲抑制に及
ぼす影響と支援策の案出 長浦　由紀 総合診療学 147,020

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

包括的疾患インタラクトームとモデルマウスによる自己
炎症疾患の多様性と周期性の解明 川上　純

リウマチ・膠原病内科学
（第一内科）

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

脳・脊髄液以外の検体からの微量異常型プリオン蛋白
検出法の開発 佐藤　克也

保健学専攻 作業療法
学分野

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オルガノイド由来Ⅱ型肺細胞とデザイナー臍帯MSCの
共移植による革新的細胞治療の創出 松本　桂太郎

腫瘍外科学
（第一外科）

32,818
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

孤独感－自殺プロセスに寄与する睡眠問題の特定と
認知行動療法による孤独予防効果 長浦　由紀 総合診療学 300,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

有機無機ハイブリッド型抗菌剤を応用した抗菌性義歯
粘着剤の開発 村田　比呂司

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

好中球と関連miRNA発現制御による創傷治癒遅延機
構の解明と革新的治療法の開発 坂本　憲穂

呼吸器内科
（第二内科）

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

糖尿病治療を実現する細胞外マトリックスファイバー複
合多層モノリスニードルの開発 足立　智彦

移植・消化器外科
（第二外科）

200,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

内省支援アバター空間の開発と発達障害者の社会性
発達支援への応用 熊﨑　博一 精神神経科学 2,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

エモーショナルAI：価値を持つAIと人の感情的インタラ
クションの多面的理解 熊﨑　博一 精神神経科学 1,000,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

膵癌転移における核膜タンパク質の新たな機能を解明
する 熊﨑　博一 精神神経科学 50,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

肺移植後の在宅呼吸機能モニタリング・解析と予測モ
デル開発：多施設共同研究 松本　桂太郎

腫瘍外科学
（第一外科）

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

個別最適化した超早期認知症予防介入プログラムの
開発とシステム構築 佐藤　克也 保健科学分野 50,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

オルガノイド由来II型肺細胞とデザイナー臍帯MSCの
共移植による革新的細胞治療の創出 土肥　良一郎

腫瘍外科
（第一外科）

80,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

原発性局所多汗症の心理的症状の改善を目的とした
セルフマネジメント法の開発と検証 室田　浩之 皮膚科 30,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

アノイキス抑制と自己組織化による高機能「bioartificial
living bone graft」の開発 住田　吉慶 先進口腔医療開発学 200,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

高機能細胞(E-MNC)由来エクソソームによる放射線性
顎骨壊死の新規治療法の開発 住田　吉慶 先進口腔医療開発学 100,000

補
委

独立行政法人日本
学術振興会

高齢要介護義歯安定剤使用者に向けた口腔ケア法の
開発研究 原田　佳枝

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

350,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

加齢による顎骨MSCの品質変化と細胞老化関連分泌
の抑制戦略 原田　佳枝

歯科補綴学
（歯科補綴学第二）

650,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

日米間における特発性多中心性キャッスルマン病の
国際病理基準の確立と患者実態調査 川上　純

リウマチ・膠原病内科学
（第一内科）

100,000
補
委

独立行政法人日本
学術振興会

HAMならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連
携体制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改
訂

松尾　朋博 泌尿器科・腎移植外科 200,000
補
委

厚生労働省

脳脊髄液減少症の疫学研究及び客観的診断法に資
する研究 里　龍晴 小児科 100,000

補
委

厚生労働省

食品を介したダイオキシン類等の人体への影響の把
握とその治療法の開発等に関する研究（カネミ油症に
関する研究）

井上　大輔 眼科 700,000
補
委

厚生労働省

発汗異常を伴う稀少難治療性疾患の治療指針作成、
疫学調査の研究 室田　浩之 皮膚病態学 10,000,000

補
委

厚生労働省

キャッスルマン病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガ
イドラインの策定や更なる改良に向けた国際的な総意
形成を踏まえた調査研究

川上　純 リウマチ・膠原病内科学 7,999,000
補
委

厚生労働省

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する外科
治療の標準化に関する研究 江口　晋 移植・消化器外科 20,000,000

補
委

厚生労働省

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
における情報通信機器を用いた精神療法の活用に向
けた研究

熊﨑　博一 精神神経科学 1,170,000
補
委

厚生労働省

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する外科
治療の標準化に関する研究 江口　晋 移植・消化器外科 100,000

補
委

厚生労働省

自己免疫疾患に関する調査研究 川上　純 リウマチ・膠原病内科学 1,700,000
補
委

厚生労働省

自己炎症性疾患とその類縁疾患における、移行期医
療を含めた診療体制整備、患者登録推進、全国疫学
調査に基づく診療ガイドライン構築に関する研究

川上　純 リウマチ・膠原病内科学 600,000
補
委

厚生労働省

HAMならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連
携体制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改
訂

川上　純 リウマチ・膠原病内科学 200,000
補
委

厚生労働省

HAMならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連
携体制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改
訂

佐藤　克也
保健学専攻 作業療法

学分野
200,000

補
委

厚生労働省

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究 室田　浩之 皮膚病態学 500,000
補
委

厚生労働省

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研
究班 佐藤　克也

保健学専攻 作業療法
学分野

800,000
補
委

厚生労働省

間脳下垂体機能障害に関する調査研究 伊達木　澄人 小児科学 250,000
補
委

厚生労働省

臓器・組織移植医療における医療者の負担軽減、環
境改善に資する研究 江口　晋 移植・消化器外科 1,000,000

補
委

厚生労働省

HTLV-1キャリア妊産婦の支援体制の構築に関する研
究 三浦　清徳 産科婦人科学 200,000

補
委

厚生労働省

特発性大腿骨頭壊死症の確定診断と重症度判定の向
上に資する大規模多施設研究 尾﨑　誠 整形外科学 100,000

補
委

厚生労働省

社会状況等を踏まえた、適切な妊産婦健康診査の検
討に資する研究 三浦　清徳 産科婦人科学 200,000

補
委

厚生労働省

食品を介したダイオキシン類等の人体への影響の把
握とその治療法の開発等に関する研究 室田　浩之 皮膚病態学 3,710,000

補
委

厚生労働省

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査
研究 佐藤　克也

保健学専攻 作業療法
学分野

5,000,000
補
委

厚生労働省

非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染者に合併す
る悪性腫瘍の制御を目指した研究 江口　晋 移植・消化器外科 300,000

補
委

厚生労働省

最新の知見を踏まえた医療機関における院内感染対
策の質向上のための研究 泉川　公一 臨床感染症 150,000

補
委

厚生労働省

最新の知見を踏まえた医療機関における院内感染対
策の質向上のための研究 栁原　克紀 臨床検査医学 150,000

補
委

厚生労働省

特発性造血障害に関する調査研究 宮﨑　泰司 原研内科 500,000
補
委

厚生労働省

低分子化合物による自己肝前駆細胞を用いた革新的
肝硬変治療 江口　晋 移植・消化器外科 30,450,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

低分子化合物誘導肝前駆細胞(CLiP)による希少難治
性肝・胆道疾患に対する画期的再生医療の探索研究 足立　智彦 移植・消化器外科 22,100,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

成人T細胞白血病/リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1
ウイルス標的樹状細胞ワクチン療法の確立：薬事承認
を目的とした第II相医師主導治験

加藤　丈晴 血液内科 1,500,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

全九州における黄斑下出血に対する組織プラスミノー
ゲン活性化因子（tPA）眼局所治療に関する研究開発 福島　千鶴 臨床研究センター 1,200,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

RBA実装事例の蓄積と臨床研究中核病院以外のARO
において効果的なRBA実装を可能とするためのツール
整備

細萱　直希 臨床研究センター 1,650,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

移植免疫寛容を誘導する再生医療等製品「誘導型抑
制性T細胞」の医師主導治験と承認申請に向けた取り
組み

江口　晋 移植・消化器外科 1,000,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

網膜色素変性の病因遺伝子変異とその臨床像に関す
るエビデンス構築 大石　明生 眼科 1,000,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

統合レジストリを活用したキャッスルマン病・TAFRO症
候群における精密医療基盤の構築を目指す実用化研
究

川上　純 リウマチ・膠原病内科 10,840,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

ステロイドマウスウォッシュによる乳癌化学療法誘因性
の口腔粘膜炎予防を検討する第Ⅲ相ランダム化比較
試験

久芳　さやか 移植・消化器外科 10,394,100
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

肝移植における提供臓器使用率と治療成績向上を目
的とした最適な低温酸素化灌流臓器保存技術に関す
る研究

曽山　明彦 移植・消化器外科 7,999,975
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

インフラマソーム関連腸炎の病態解明ならびに診断法
確立 古賀　智裕 リウマチ・膠原病内科 500,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

アグレッシブ成人T細胞白血病リンパ腫を対象とした全
国一元化レジストリ・バイオレポジトリ研究 糸永　英弘 細胞療法部 200,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

HTLV-1水平感染の動向と検査法・検査体制の整備 長谷川　寛雄 検査部 500,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

低線量CTによる肺がん検診の実用化を目指した無作
為化比較試験研究 芦澤　和人 がん診療センター 200,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

未診断疾患イニシアチブ（Initiative on Rare and
Undiagnosed Diseases(IRUD)）: 希少・未診断疾患に対
する診断プログラム基盤の開発と患者還元を推進する
研究

吉浦　孝一郎 原爆後障害医療研究所 9,000,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

たんぱく質必要量の評価のための基礎データ構築研
究 佐藤　俊太朗 臨床研究センター 150,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

ミトコンドリア分子連関を介した重点感染症の治療薬
開発 西野　友哉 腎臓内科 2,000,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

MEFV遺伝子の網羅的なVUS機能的アノテーションと
新規Ex vivo assayを用いた患者細胞機能評価・詳細な
遺伝子型解析の統合による家族性地中海熱の病態及
びパイリンインフラマソーム活性化機構解明

川上　純 リウマチ・膠原病内科 500,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

高齢者急性骨髄性白血病の適応症例に対する強力化
学療法を用いた第II相臨床試験:JALSG-GML219、非
適応症例に対するベネトクラクス+アザシチジンを用い
た第II相臨床試験:JALSG-GML225

宮﨑　泰司 原爆後障害医療研究所 300,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

新規脳梗塞血栓溶解薬の国内導入を目指した研究開
発 辻野　彰 脳神経内科 160,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

先天性サイトメガロウイルス感染児の遅発性難聴を対
象としたバルガンシクロビル塩酸塩ドライシロップの有
効性および安全性を評価する多施設共同プラセボ対
照ランダム化並行群間比較試験（VGCV-3）

森内　浩幸 小児科 300,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

サルコペニア患者における栄養療法確立のための研
究 佐藤　俊太朗 臨床研究センター 700,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

甲殻類抗体様蛋⽩質Dscamを⽤いたコレラ、ジフテリ
の迅速診断法の開発 高橋　健介 高度救命救急センター 200,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

臓器移植データベースの悉皆性の担保と臨床応用の
ためのシステム開発研究 曽山　明彦 高度救命救急センター 40,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

プリオン病国際医師主導治験獲得のためのプリオン病
早期診断基準の作成と非侵襲性診断法の開発 佐藤　克也 保健科学分野 13,000,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

HTLV-1水平感染の動向と検査法・検査体制の整備 三浦　清徳 産科婦人科学 20,553,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

HTLV-1水平感染の動向と検査法・検査体制の整備 三浦　清徳 産科婦人科学 33,150,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

多発性筋炎/皮膚筋炎に伴う進行性フェノタイプを示す
間質性肺疾患に対する活性型IL-18特異的中和抗体
の開発研究

川上　純 リウマチ・膠原病内科学 81,900,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

HTLV-1水平感染の動向と検査法・検査体制の整備 長谷川　寛雄 臨床検査科 650,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

ナショナルセンター・バイオバンクネットワークを基盤と
する疾患別情報統合データベースを活用した産学官
連携による創薬開発研究

佐藤　克也 保健科学分野 8,000,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

インターフェロンフリー治療がC型肝硬変患者の予後を
含めたアウトカムに与える影響を明らかにする研究 宮明　寿光 消化器内科学 1,040,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

移植医療への応用を想定した動物由来臓器の品質・
有効性・安全性評価法に関する研究開発 曽山　明彦 先端技術展開外科学 650,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

侵襲性真菌感染症の迅速診断法と新規治療法の研究
開発 平山　達朗 薬物治療学 3,900,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

経胎盤感染予防に資する次世代抗HTLV-1抗体医薬
製剤開発研究 三浦　清徳 産科婦人科学 1,300,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

再生医療の普及を支援する再生医療ナショナルコン
ソーシアムの充実 江口　晋 移植・消化器外科学 3,835,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

非結核性抗酸菌症の院内感染制御法の確立 栁原　克紀 病態解析・診断学 975,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

肝硬変患者の重症度別のＱＯＬと長期経過、予後及び
その改善に関する研究 赤澤　祐子 組織細胞生物学 1,040,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

ART早期化と長期化に伴う日和見感染症への対処に
関する研究 泉川　公一 臨床感染症学 2,340,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

性分化疾患・性成熟疾患の治療成績向上に向けたエ
ビデンス創出 伊達木　澄人 小児科学 1,040,000

補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

PDX治療モデルと継時的臨床検体の統合的マルチオ
ミックス解析に基づく急性骨髄性白血病の分子層別化
と難治性クローンの克服に向けた治療戦略の構築に
関する研究

宮﨑　泰司 血液内科学研究分野 1,040,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

難治性がん（白血病等）の全ゲノム配列データおよび
臨床情報等の収集と解析に基づく創薬等のイノベー
ションの創出をめざした研究

宮﨑　泰司 血液内科学研究分野 130,000
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利
用した糖尿病に関する臨床情報収集に関する研究(J-
DREAMS)

堀江　一郎 第一内科 300,000
補
委

国立研究開発法人
国立国際医療研究

センター



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

2型糖尿病患者を対象とした血管合併症抑制のための
強化療法と従来治療とのランダム化比較試験介入終
了後の追跡研究J-DOIT3（追跡）

前村　浩二 循環器内科 153,846
補
委

公益財団法人　日
本糖尿病財団

切除不能肝細胞癌におけるアテゾリズマブ+ベバシズ
マブ併用療法、外科的切除 を用いた集学的治療の安
全性、有効性を検討する多施設共同第 II 相臨床研究
付随研究：治療効果および有害事象予測のバイオ
マーカーの探索

江口　晋 移植・消化器外科学 38,460
補
委

国立研究開発法人
国立国際医療研究

センター

70歳以上のEpidermal Growth Factor Receptor
activating mutation positive未治療進行・再発非小細
胞肺癌に対するオシメルチニブの至適投与量に関する
多施設共同研究（ 研究略名: MONEY、研究番号:
CSPOR-LC09 ）

竹本　真之輔 呼吸器内科 84,616
補
委

公益財団法人パブ
リックヘルスリサー

チセンター

未治療進行・再発非小細胞肺癌に対するペムブロリズ
マブの至適投与量に関する試験 竹本　真之輔 呼吸器内科 42,308

補
委

公益財団法人パブ
リックヘルスリサー

チセンター

洞不全症候群・心房細動の関連遺伝子単離と機能解
析:J-PRES3 前村　浩二 循環器内科学 38,460

補
委

国立研究開発法人
国立循環器病研究

センター

【MS】
発達障害・うつ病患者実証実験研究 熊﨑　博一 精神神経科学 84,616

補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機関

（JST）

【CREST】
マルチタスクAIによる5歳児協調健診における大規模
実験と実稼働

熊﨑　博一 精神神経科学 42,308
補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機関

（JST）

【未来社会創造】
発達障害児を対象とした社会情動能力の数理的発達
の検証

熊﨑　博一 精神神経科学 38,460
補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機関

（JST）

【共創・順天堂】
災害など危機的状況でもヒト・モノ・ココロがつながる健
康医療共創拠点

熊﨑　博一 精神神経科学 84,616
補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機関

（JST）

【RISTEX】
離島の発達障害児医療におけるアバターロボットの活
用支援体制の構築

永田　康浩 地域医療学 42,308
補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機関

（JST）

周産期医療体制の維持に必要な医師育成・確保事業 三浦　清徳 移植・消化器外科学 38,460
補
委

佐賀県

歯周疾患検診の実施及び評価と佐世保市の歯・口腔
の健康づくりに関する研究

川下　由美子
五月女　さき子

口腔外科学 42,308
補
委

佐世保市

障がい児のう蝕・歯周疾患等の歯科健診及びその評
価と、障がい児のう蝕・歯周疾患等の予防に関する研
究

田上　直美 発達育成歯科学 38,460
補
委

佐世保市

動脈硬化を中心とした生活習慣病関連因子の調査・研
究 林田　直美 健康社会統計学 84,616

補
委

佐々町

AMED)医療技術実用化総合促進事業 山本　弘史 臨床研究センター 163,733,973
補
委

(AMED)国立研究開
発法人日本医療研

究開発機構

厚労)臨床研究総合促進:研修PG(委員研修) 山本　弘史 臨床研究センター 15,131,000
補
委

厚生労働省

厚労)感染症臨床研究体制構築事業 泉川　公一 総合感染症科 20,000,000
補
委

厚生労働省

じん肺健康診断とじん肺管理区分決定の適切な実施
に関する研究 芦澤　和人 臨床腫瘍学 11,000,000

補
委

厚生労働省

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症における神経障害に
対するGB-0998の有効性、安全性を検討する多施設
共同オープン試験

岩本　直樹 リウマチ・膠原病内科 1,023,078
補
委

一般社団法人　日
本血液製剤機構

切除不能局所進行/切除可能境界膵癌患者を対象と
したS-1併用化学
放射線療法＋ニボルマブのランダム化比較第III相試
験

本田　琢也 消化器内科 500,000
補
委

国立研究開発法人
国立がん研究セン

ター

インフルエンザに対するT-705（ファビピラビル）注射剤
のオセルタミビル併用下における有効性と安全性を探
索するための第Ⅱ相医師主導治験

泉川　公一 総合感染症科 300,000
補
委

国立研究開発法人
国立国際医療研究

センター

合計 860,540,824 　計　339件



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研
究のうち、
　　　　　　高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。



高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1
Iwanaga N, Hosogaya N,
Takazono T, et al 第二内科

Efficacy and Safety of Intravenous-to-
Oral Lascufloxacin Switch Therapy in
Community-Onset Pneumonia: A Single-
Arm, Open-Label Clinical Trial.

Cureus. 2025 Mar
11;17(3):e80404. (オンライ
ン)

Original Article

2
Setoguchi D, Iwanaga
N, Ito Y, et al 第二内科

Case report and literature review of
refractory fungemia caused by
Candidavulturna.

Heliyon. 2024 May
19;10(10):e31464. (オンライ
ン)

Case Report

3
Takazono T, Fujita S,
Komeda T, et al 臨床感染症学

Real-World Effectiveness of Ensitrelvir in
Reducing Severe Outcomes in
Outpatients at High Risk for COVID-19.

Infect Dis Ther. 2024
Aug;13(8):1821-1833.

Original Article

4
Iwanaga N, Ota A,
Ashizawa H, et al 第二内科

Clarithromycin Modulates Neutrophilic
Inflammation Induced by Prevotella
intermedia in Human Airway Epithelial
Cells.

Antibiotics (Basel). 2024
Sep 23;13(9):909. (オンライ
ン)

Original Article

5
Takazono T, Fujita S,
Komeda T, et al 臨床感染症学

Letter to the Editor regarding Response
to "Letter to Editor: "Real-World
Effectiveness of Ensitrelvir in Reducing
Severe Outcomes in Outpatients at High
Risk for COVID-19".

Infect Dis Ther. 2024
Nov;13(11):2463-2467.

Letter

6
Takeda K, Takazono T,
Mukae H 第二内科

Drug-drug interactions in the
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controls.

Bone 2024 Dec:189:117250 Original Article



264
Ryosuke Takahashi, Ko
 Chiba, Narihiro 
Okazaki, et al.

整形外科

Effects of daily teriparatide, weekly high-
dose teriparatide, or bisphosphonate on
cortical and trabecular bone of vertebra
and proximal femur in postmenopausal
women with fragility fracture: Sub-
analysis by quantitative computed
tomography from the TERABIT study.

Bone 2024 Oct:187:117189 Original Article 計 264件

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 計 0件

(注) 1　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主
なものを記入すること。

2　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

1　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判
断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲
で可能な限り記載すること。

2　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限る
ものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として
活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであるこ
と（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

3　「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とす
る。

4　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

5　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）;巻
数: 該当ページ」の形式で記載すること（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と
明記すること）。
    記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

6　　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。



(様式第 3)  

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

ヘルシンキ宣言その他研究等の領域に則した倫理に関する指針等の趣旨に沿った倫理的配

慮を諮ることを目的とし、新規申請に係る手続き・臨床研究実施中及び終了時の手続き等に

ついて記載している。 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

長崎大学及び長崎大学病院には以下の指針や規程が存在する。 

  「長崎大学利益相反マネジメントポリシー」 

  「長崎大学における臨床研究に係る利益相反ポリシー」 

  「長崎大学における臨床研究に係る利益相反管理指針」 

  「長崎大学病院利益相反審査委員会規程」 

 

  臨床研究利益相反審査委員会は「利益相反審査自己申告書」により利益相反の管理を行う。 

申告書により利益相反が明らかな場合、利益相反審査委員会は、申告書に添付された臨床研

究実施計画書に照らし合わせて適正な臨床研究が実施可能かどうかについて審議し、当事者

への助言・指導・勧告等を行う。なお、審議に際し、関係する各倫理委員会又は治験審査委

員会の意見を聴取することができる。また、必要に応じて更なる情報収集・調査及びフォロ

ーアップを行う。（「長崎大学における臨床研究に係る利益相反管理指針」より） 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 
年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 



(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年２５回 

 ・研修の主な内容 

○臨床研究に関する研修会（２５回 （内訳：オンライン研修会２３回、現地開催２回）） 

  内容：臨床研究初心者研修（指針）、臨床研究初心者研修（法）、臨床研究における安全

性報告時の留意点－関連用語の説明、報告時の記載ポイントほか、特定臨床研究をおこな

う上でのポイント、適切な研究実施のために知っておくべきこと 等 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 長崎大学病院では、日本専門医機構に準ずる基本１９領域のプログラムがあり、県内外の関連

病院、海外の拠点病院と連携して、高度専門医療を研修できるシステムを構築している。 

大学病院連携型高度医療人養成推進事業により発足した医師育成キャリア支援室では、これまで

個人で専門医の資格を取るために行っていたことを、大学病院が全面的にサポートし、できるだ

け短期間で効率よく専門医資格を修得できるよう、専門のコーディネーターによる支援を行って

いる。 

 歯科においては、1年の初期臨床研修に引き続き専門歯科医師の養成、地域歯科医療のリーダー

育成および高齢者や有病者における全身管理を実践できる歯科医師の養成を目的として、後期臨

床研修を行っている。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         ５４人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

川上 純 リウマチ・膠原病内科 教授 ４０年  

川上 純 内分泌・代謝内科 教授 ４０年  

辻野 彰 脳神経内科 教授 ３５年  

迎 寛 呼吸器内科 教授 ４０年  

西野 友哉 腎臓内科 教授 ２８年  

宮明 寿光 消化器内科 教授 ２８年  

前村 浩二 循環器内科 教授 ３９年  

宮﨑 泰司 血液内科 教授 ３９年  

泉川 公一 総合感染症科 教授 ３０年  

伊達木 澄人 小児科 准教授 ２４年  

室田 浩之 皮膚科・アレルギー科 教授 ２９年  

熊﨑 博一 精神科神経科 教授 ２１年  

松本 桂太郎 呼吸器外科/乳腺・内分泌外科 教授 ２９年  

金高 賢悟 胃・食道外科 教授 ３０年  

野中 隆 大腸・肛門外科 教授 ２３年  

江口 晋 肝胆膵・移植外科/小児外科 教授 ３３年  

三浦 崇 心臓血管外科 教授 ２５年  

尾﨑 誠 整形外科 教授 ３４年  

三浦 清徳 産科婦人科 教授 ３０年  

大石 明生 眼科 教授 ２４年  

熊井 良彦 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 ２６年  

今村 亮一 泌尿器科・腎移植外科 教授 ２９年  

松尾 孝之 脳神経外科 教授 ３６年  

東家 亮 放射線科 教授 ２２年  

原 哲也 麻酔科 教授 ３３年  

中島 正洋 病理診断科 教授 ３３年  



柳原 克紀 臨床検査科 教授 ３４年  

田﨑 修 救急科 教授 ３５年  

樫山 和也 形成外科 教授 ２２年  

前田 隆浩 総合診療科 教授 ４０年  

高畠 英和 リハビリテーション科 教授 ３２年  

鵜飼 孝 歯科 教授 ２９年  

吉田 教明 矯正歯科 教授 ３９年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容；昇任者研修（看護師長） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月6日・7日 計2回 

 ・研修の参加人数：4名 

・研修の主な内容：昇任者研修（副看護師長） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月6日・7日 計2回 

 ・研修の参加人数：3名 

 ・研修の主な内容：看護管理者研修（看護師長・副看護師長） 

・研修の期間・実施回数：令和6年11月16日・17日、令和7年1月18日・19日 計4回 

・研修の参加人数：66名 

 ・研修の主な内容：看護職員向け看護補助者に関わる研修 

  看護補助者と協働する病棟運営（学研ナーシングサポート、看護管理者特別コースⅡ）、 

  医療制度の概要および病院の機能と組織の理解（学研ナーシングサポート、看護補助者

コース）、看護補助者業務マニュアル閲覧  

・研修の期間・実施回数：随時 

・研修の参加人数：117名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年7月8日・1回 

 ・研修の参加人数：3名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年10月8日、10日・2回 

 ・研修の参加人数：16名 



 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（ハイフローセラピー装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年10月17日・1回 

 ・研修の参加人数：14名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年10月17日・1回 

 ・研修の参加人数：12名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年10月18日・1回 

 ・研修の参加人数：12名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（体外式ペースメーカ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年10月25日・1回 

 ・研修の参加人数：14名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（麻酔器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年11月18日・1回 

 ・研修の参加人数：17名 

 ・研修の主な内容：診療支援技術研修（心房細動アブレーション） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月9日・1回 

 ・研修の参加人数：23名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（ハイフローセラピー装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月13日・1回 

 ・研修の参加人数：8名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月5日・1回 

 ・研修の参加人数：7名 



 ・研修の主な内容：診療支援技術研修（PSVTアブレーション） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月14日・1回 

 ・研修の参加人数：16名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（セントラルモニタ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月17日・1回 

 ・研修の参加人数：8名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月11日・1回 

 ・研修の参加人数：7名 

 ・研修の主な内容：各病棟看護師スタッフ等への研修講義 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年 5月9日・8月19日・9月18日・11月27日・11月29日・ 

12月4日・12月17日 

             令和7年 1月24日・3月12日    計9回 

 ・研修の参加人数：令和6年 5月9日 8名・8月19日 36名・9月18日 13名・11月27日 10名・ 

11月29日 13名・12月4日 6名・12月17日 11名 

          令和7年 1月24日 9名・3月12日 16名   計122名 

・研修の主な内容：長崎大学病院 緩和ケア研修会 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年8月31日・年1回 

 ・研修の参加人数:54名 

・研修の主な内容：看護師特定行為研修 臨床薬理学講義 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年9月24日～27日 

・研修の参加人数:9名 



・研修の主な内容：看護師特定行為研修 2型糖尿病の薬物治療 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年9月24日 

・研修の参加人数:11名 

・研修の主な内容：NST学習会 

 ・研修の期間・実施回数：e-learning 年1回 

             実地研修  令和6年10月21日～23日・30日・31日  

・研修の参加人数: e-learning 20名 

         実地研修 令和6年10月21日～23日 16名 10月30日・31日 16名 

・研修の主な内容：看護師専門コース 臨床薬理学講義  

 ・研修の期間・実施回数：令和6年11月13日・年1回 

・研修の参加人数: 3名 

・研修の主な内容：臨床研究に関する研修会 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月5日 

・研修の参加人数: 114名 

・研修の主な内容：医療の安全を確保するための従業者に対する研修（医療法第6条の12） 

 ・研修の期間・実施回数：月1回（実施回数：12回（月1回×12回）） 

・研修の参加人数: 看護師・看護助手 149名、医療技術職員 25名、事務職員等 81名 

看護研修については、別紙「2024年度 看護研修」のとおり 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容:特定機能病院における定期研修会（人工呼吸器 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年5月22日・1回 

 ・研修の参加人数：153名 



 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（閉鎖式保育器 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年6月24日・1回 

 ・研修の参加人数：118名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（血液浄化装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年7月23日・1回 

 ・研修の参加人数：127名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（除細動装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年8月7日・1回 

 ・研修の参加人数：151名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用放射線照射装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年8月23日・1回 

 ・研修の参加人数：10名 

・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用高エネルギー発生装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年8月28日・1回 

 ・研修の参加人数：7名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工心肺装置及び補助循環 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年9月19日・1回 

 ・研修の参加人数：143名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工呼吸器 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年11月21日・1回 

 ・研修の参加人数：150名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（閉鎖式保育器 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月4日・1回 

 ・研修の参加人数：122名 



 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（血液浄化装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年1月23日・1回 

 ・研修の参加人数：109名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（除細動装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月6日・1回 

 ・研修の参加人数：111名 

・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用高エネルギー発生装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月27日・1回 

 ・研修の参加人数：15名 

・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用放射線照射装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月27日・1回 

・研修の参加人数：15名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工心肺装置及び補助循環 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月24日・1回 

 ・研修の参加人数：117名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（循環動態モニタ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年4月18日・1回 

 ・研修の参加人数：49名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（IABP装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年4月24日、5月16日、6月17日・3回 

 ・研修の参加人数：134名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（X線TV装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年5月7日、8日・2回 

 ・研修の参加人数：30名 



・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（咽頭ストロボスコープ装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年5月22日・1回 

 ・研修の参加人数：29名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（血液凝固分析装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年6月25日、26日・2回 

 ・研修の参加人数：27名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（ナビゲーションシステム） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年10月4日・1回 

 ・研修の参加人数：12名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（瞳孔記録計） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年11月7日・1回 

 ・研修の参加人数：28名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（ICG蛍光観察装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月12日・1回 

 ・研修の参加人数：12名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（診断用X線撮影装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月19日、20日・2回 

 ・研修の参加人数：31名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（超音波画像診断装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和6年12月23日、26日・2回 

 ・研修の参加人数：3名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（汎用超音波画像診断装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年1月21日～23日・3回 

 ・研修の参加人数：3名 



 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（診断用X線撮影装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年1月23日、24日・2回 

 ・研修の参加人数：29名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（電動式骨手術機） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年1月28日、29日・2回 

 ・研修の参加人数：19名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（電動式骨手術機） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月6日・1回 

 ・研修の参加人数：18名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（輸液ポンプ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月12日、13日・2回 

 ・研修の参加人数：93名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（電動式可搬型吸引器） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年2月28日・1回 

 ・研修の参加人数：9名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修 

（歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月4日・1回 

 ・研修の参加人数：5名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（汎用超音波画像診断装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月6日・1回 

 ・研修の参加人数：6名 



 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（アーム型X線CT診断装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和7年3月10日・1回 

 ・研修の参加人数：17名 

 ・研修の主な内容：新採用薬剤師研修プログラム 

 ・研修の期間・実施回数：6か月間（調剤業務48回、注射薬室業務30回、抗癌剤調剤6～8回、 

                 麻薬業務2回） 

 ・研修の参加人数:2名（勤務1年目の薬剤師） 

 ・研修の主な内容：薬剤管理指導業務研修 

 ・研修の期間・実施回数：4か月間、週2時間 

 ・研修の参加人数:2名（勤務1年目の薬剤師） 

 ・研修の主な内容：休日ＴＤＭ測定業務研修 

 ・研修の期間・実施回数：2か月間、計3回 

 ・研修の参加人数:7名（勤務2年目の薬剤師） 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 尾﨑 誠 

  管理担当者氏名 放射線部長 東家 亮         薬剤部長  大山 要 
感染制御教育センター長 泉川 公一  ME機器センター長 原 哲也 
総務課長 山田 一岳         医療支援課長 柳川 順平 
医事課長 溝口 明邦 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 
診療録の院外への持ち
出しについては、「長崎
大学病院における診療
録等の貸出等の運用手
引き」および「長崎大学
病院における個人を特
定できる情報を含む医
療情報等の外部持ち出
しに関する申合せ」によ
り、原則として禁止して
いる。 
※手術記録、看護記録、
検査所見記録、紹介状、
退院した患者に係る入
院期間中の診療経過の
要約及び入院診療計画
書については、電子カル
テ及び紙媒体にて、診療
情報管理室で管理・保管
している。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 ※ 
看護記録 ※ 
検査所見記録 ※ 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 ※ 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

※ 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課・医事課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課 
 

施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 
 
 



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 
感染制御教育センター 

施錠可能な部屋にある

キャビネット内に書面

にて保管。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 
感染制御教育センター 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 
感染制御教育センター 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 
感染制御教育センター 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

ME機器センター 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ME機器センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ME機器センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

ME機器センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課 施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医療支援課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 
薬剤部 
ME機器センター 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　　0　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　0　　　件

歯科医師 延　　　　　0　　　件

国 延　　　　　0　　　件

地方公共団体 延　　　　　0　　　件

　閲覧責任者氏名 　事務部長　近藤　政美

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

　長崎大学広報戦略本部において「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」に基づき、
　法人文書開示請求手続きを行っている。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　山田　一岳

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 
 
     有・無 

 

 ・指針の主な内容： 

   ○医療安全管理に関する基本的考え方 

   ○医療安全管理委員会及びその他の組織に関する基本的事項 

   ○医療安全管理のための職員研修に関する基本的方針 

   ○事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 

   ○医療事故発生時の対応に関する基本方針 

   ○医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 

   ○患者等からの相談への対応に関する基本方針 

   ○その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

 

・設置の有無（ 有・無 ） 

〇医療安全管理委員会 

・開催状況：年１５回（うち臨時開催３回） 

 

 〇リスクマネージャー会議 

  ・開催状況：年１２回 

 

・活動の主な内容： 

 ○医療安全に関する対策の推進 

○医事紛争及び医療事故等、問題発生した場合の調査及び分析 

○医療安全のための教育及び研修 

 ○医療安全のためのマニュアル作成等 

 ○医療安全に関する情報収集 

 ○医薬品安全管理専門部医療機器安全管理専門における審議内容に関すること 

 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 ３ 回 

 

 ・研修の内容（すべて）： 

１．令和６年度第１回医療安全研修会 令和６年６月２０日開催 

①「転倒・転落の概説」 

当院安全管理部 医師GRM 辻良香 

②「転倒・転落の予防とその後の対応」 

当院安全管理部 張岳輝子副看護師長 

③「転倒・転落と薬剤について」 

当院安全管理部 薬剤師GRM 里加代子 



 
 
 

 

２．令和６年度第２回医療安全研修会 令和６年９月３日開催 

①「気づいてあげたい院内発生脳卒中」 

当院脳神経内科 講師 立石洋平 

②「ＲＲＳ/ＲＲＴについて」 

当院安全管理部 部長 栗原慎太郎 

 

３．令和６年度第３回医療安全研修会 令和６年１１月１９日開催 

①「なぜ『患者参加型医療』が医療安全に欠かせないのか」 

     医療情報の公開・開示を求める市民の会 代表世話人 勝村久司氏 

②「臨床研究有害事象報告について」 

当院臨床研究センター 教授 細萱直希 

 

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 

 

・医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

    

・その他の改善のための方策の主な内容： 

○医療安全管理マニュアルの改訂 

   ○医薬品安全管理手順書の改訂 

○インシデントレポート報告システムの改良 

   ○医療安全ポケットマニュアルの改訂 

   ○安全管理部員等による院内巡視 

   ○安全管理部コア会議（週１回実施） 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無 

   

・指針の主な内容： 

1）院内感染対策委員会の設置、２）職員研修の実施、３）病院感染発生時の対応、４）院内

感染対策マニュアルの策定、５）院内感染防止に関する患者への情報提供と説明、６）その他

の病院における院内感染対策の推進 以上について明記。 

 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 １１ 回 

   

・活動の主な内容： 

（構成員） 

病院長（委員長）、感染制御教育センター長（院内感染管理者）、ほか委員数１２名、 

計１４名全員の出席をもって開催される。 

（開催回数内訳） 

定例開催（毎月１回（８月は休会））計１１回 

    (検討事項) 

    耐性菌の発生状況、手指衛生遵守状況、ICTラウンド、COVID-19感染状況等の報告及び院

内における感染症の予防及び発生対策等に関する事項の審議を行う。 

 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 ２ 回 

  

・研修の内容（すべて）： 

１．令和６年度第１回院内感染対策・抗菌薬適正使用合同講習会 

①「微生物検査における検体採取のポイント」 

当院検査部微生物検査室 赤松紀彦先生 

②「経口キノロン系抗菌薬の処方の現状と問題点」 

当院薬剤部 福重友理先生 

当院感染制御教育センター 柿内聡志先生 

 

２．令和６年度第２回院内感染対策・抗菌薬適正使用合同講習会 

①「当院の抗菌薬適正使用について」 

  当院感染制御教育センター 泉川公一先生 

②「「感染制御」との出会い〜ICNとして歩んだ道〜」 

  東京医療保健大学医療保健学部  

看護学会/大学院 医療保健学研究科 菅原えりさ先生 

 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 

  ・病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

 



 
 
 

 

  ・その他の改善のための方策の主な内容： 

   院内で検出された耐性菌、無菌検体からの微生物検出状況は毎朝の会議にて微生物検査室

から報告を受けている。新型コロナウイルス感染症を含む伝染性疾患に関する塗抹情報や抗

原検出状況はリアルタイムに報告がある。そのうち、院内感染対策上重要な微生物が検出さ

れた場合はその都度、検出された部署へ赴き、実際の感染対策を指導し、記録を保存してい

る。 

また、週に1回は病棟、外来、中央診療棟などを多職種からなるICTチームでラウンドし、

感染対策の現状の把握とon the job trainingを実践している。 

さらに、広域抗菌薬・抗真菌薬使用患者を土曜、休日以外の連日、ピックアップし、薬剤

師を中心に医師・看護師・検査技師で構成されるASTチームでカンファレンスを行い、必要に

応じて主治医にカルテ上でのコメントを通じて抗菌薬適正使用支援（ASP）活動を行っている

。なお、本活動の一環として、連日、微生物検査室からの報告を用いて血液培養ラウンドを

行い、感染症診療支援、抗菌薬適正使用支援を行っている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 

① 医薬品安全管理責任者の配置状況     有・無 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況      年 1 回 

 

 ・ 研修の主な内容： 

〇令和６年度第１回医療安全研修会「転倒・転落と薬剤について」 

講  師：安全管理部 薬剤師GRM 里加代 

実 施 日：２０２４年６月２０日（集合研修＋イントラネット動画研修） 

受講人数：研修会 １９２人 

イントラネット動画研修 ２，２８４人  

計 ２，４７６人 (９７．２％) 

 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 

 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 

 

 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

１．医薬品の採用・購入に関する事項（改訂あり） 

２．医薬品の管理に関する事項（購入～薬剤部内の管理) （改訂あり） 

３．患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項（改訂あり） 

   ４．患者に対する服薬指導に関する事項（改訂あり） 

   ５．医薬品の安全使用に係る情報の取扱い（改訂あり） 

   ６．病棟、中央診療部門、外来における医薬品の管理（改訂あり） 

   ７．他施設（病院等、薬局等）との連携に関する事項 

   ８．輸血・血液管理担当部門と責任者の設置等 

   ９．薬剤投与のための機器使用 

１０．放射性医薬品の管理 

１１．臨床検査薬の管理 

１２．造影剤の管理、使用 

１３．血液浄化療法部門 

１４．外来化学療法部門 

１５．院内製剤の取り扱いについて（改訂あり） 

１６．未承認新規医薬品の使用及び医薬品医療機器等の適応外使用について（改訂あり） 

１７．当該手順書の順守状況の確認 

 

実施状況：年１回順守状況のチェックを各部署で行い、その内容を医薬品安全管理責任者が

すべて確認している。問題があれば改善のための指導を行う。 

 

 

 

 



 
 
 

 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 

  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 

 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

【収集方法】 

未承認等の医薬品の使用情報について、病棟薬剤管理指導業務、調剤時の疑義照会、 

院内製剤を担当する製剤室での問い合わせ対応等で収集し、未承認新規医薬品に関しては担

当部署である医薬品安全管理専門部（以下、薬専）で把握している。その他の適応外使用・

禁忌薬等については、薬剤部において、薬剤交付時の鑑査や入院患者に対する病棟薬剤業務

において把握したものを記録している他、診療科からの申請・報告により薬専でも把握して

いる。医薬品の採用時には、添付文書他、IF、文献等を収集している。添付文書等の改訂に

ついては、各メーカーのMRから連絡、DSUなどの発信について確認を行い、最新の添付文書等

を入手するようにしている。 

 

 【周知方法】 

未承認新規医薬品に関しては、薬専の委員長が医療安全管理委員会で報告する。その他の

適応外使用・禁忌薬等に関しても、把握した件数を医療安全管理委員会へ報告し、院内に周

知している。また、上記委員会で承認された未承認新規医薬品等は、薬剤部内のイントラネ

ットに掲載し、情報を共有・周知している。さらに、上記で収集された適応外・禁忌薬の情

報はプレアボイド事例としてまとめ、医療安全管理委員会で院内に周知している。プレアボ

イド事例の中から抽出した事例をもとに医薬品適正使用情報を作成し、RM会議で周知してい

る。 

採用薬に関しては、改訂された情報の全てを、薬剤部各部署へ文書で通知している。特に

重要な情報は、病棟担当薬剤師によるカンファで情報提供する場を設けている。 

病棟、診療科（診療科長、医局長）、中央診療部（部長、副部長等）に対しては、緊急安

全性情報、安全性速報、DSU、医薬品医療機器等安全性情報、DI news等を用いて情報発信を

行っている。緊急安全性情報、安全性速報については、該当医薬品を使用している医師に対

し、電子カルテのコミュニケーション機能や面談による文書交付にて周知している。 

また、薬剤部イントラネットには、薬剤部より発信した医薬品の安全使用に関わる情報の

記録を全て掲載し、常に確認できるようにしている。さらに、院内医薬品情報検索システム

（DICS）には、改訂された添付文書の情報が更新されるまで、新しい添付文書のPDFファイル

を掲載している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 

 

 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 

   有・無 

 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 

     年66回 

 

 ・ 研修の主な内容： 

〇新しい医療機器の導入時の研修 

  〇特定機能病院における定期研修 

  〇使用者要望による医療機器操作研修 

  〇有効性・安全性に関する事項 

〇使用方法に関する事項 

〇保守点検に関する事項 

〇不具合が発生した場合の対応に関する事項 

〇使用に関して特に法令上遵守すべき事項  など 

 

 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 

 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

 

 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

〇人工呼吸器       ：外観点検、性能・機能点検など 

〇輸液ポンプ       ：外観点検、性能・機能点検など 

〇シリンジポンプ     ：外観点検、性能・機能点検など 

〇経腸栄養ポンプ     ：外観点検、性能・機能点検など 

〇除細動器        ：外観点検、性能・機能点検など 

〇閉鎖式保育器      ：外観点検、性能・機能点検など 

〇人工心肺装置      ：外観点検、性能・機能点検など 

〇IABP                    ：外観点検、性能・機能点検など 

〇経皮的補助循環装置   ：外観点検、性能・機能点検など 

〇フットポンプ      ：外観点検、性能・機能点検など 

〇体外式ペースメーカ   ：外観点検、性能・機能点検など 

〇補助人工心臓駆動装置  ：外観点検、性能・機能点検など 

〇麻酔器         ：外観点検、性能・機能点検など 

〇電気手術器       ：外観点検、性能・機能点検など 

〇内視鏡         ：外観点検、性能・機能点検など 

〇内視鏡装置       ：外観点検、性能・機能点検など 

〇直線加速装置      ：外観点検、性能・機能点検など 

〇診療用放射線照射装置  ：外観点検、性能・機能点検など 

〇放射線関連装置     ：外観点検、性能・機能点検など 

〇CT装置         ：外観点検、性能・機能点検など 



 
 
 

 

〇MRI装置         ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇心電計         ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇脳波計         ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇超音波診断装置     ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇AED             ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇血液浄化装置      ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇透析液作製関連装置   ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇手術支援ロボットシステム：外観点検、性能・機能点検など 

   〇超音波手術器      ：外観点検、性能・機能点検など 

   〇歯科関連機器      ：外観点検、性能・機能点検など 

 

 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 

  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

    非吸収性骨再生用材料(採用品名: Tiハニカムメンブレン) を使用目的及び効果違いとし

て、骨補填剤に使用。 

    回収式自己血輸血(採用品名:エクストラ)を適応外として、悪性腫瘍手術、準清潔手術に 

使用。 

 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

    日本医療機能評価機構やPMDA、製造販売企業などからの情報を収集し、医療安全管理委

員会や安全管理部、リスクマネージャー会議へ報告すると共に、RMニュースとして各リス

クマネージャーへメールで配信し、リスクマネージャーから所属スタッフへ周知を行って

いる。 

機器の取扱説明書や添付文書を院内どこからでも閲覧可能なシステムを構築している。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 

 

① 医療安全管理責任者の配置状況 

 

     有・無 

 

・責任者の資格（医師・歯科医師） 

 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 

 
  安全担当の副病院長は、医療安全管理責任者として、医療安全管理部門である安全管理部、
医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を管理し、病院長と
医療安全に資する対策の指示と確認を行っている。 

 

 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 

 有（１３名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

①医薬品情報資料の収集・整理・保管及び情報の加工と専門的評価 

（1）インターネットを利用した情報収集 

（2）学術雑誌等よりの情報収集 

（3）製薬会社の医薬情報担当者（ＭＲ：medical representatives）より情報収集 

（4）病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者による情報収集 

（5）資料の整理・保管・管理 

（6）書籍・雑誌等の購入 

（7）添付文書改訂等に対応したオーダマスタ更新 

（8）院内副作用情報(PMDA報告)の重篤度およびリスクの評価 

②医薬品に関する情報の伝達 

（1）医薬品集の作製・改訂 

（2）全診療科・病棟・中央診療部への定期的な情報伝達 

（3）病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者への情報提供 

（4）病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者との情報共有 

（5）他の病院薬局への情報提供 

（6）院内副作用情報(PMDA報告)の伝達（医療安全管理委員会ならびに診療科長等会議） 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

  未承認新規医薬品に関しては、医薬品安全管理責任者が委員長を務める医薬品安全管理専門

部（以下、薬専）において、未承認新規医薬品等評価委員会の意見を参考に申出の受付と使用の

可否等を決定する業務を担当している。 

  その他の未承認等の医薬品の使用状況については、薬剤部による使用状況の把握と必要に応

じた提案等の業務を行っている他、薬専でも把握している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

 



 
 
 

 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部、職種：薬剤部長）       （所属：安全管理部、職種：安全管理部長） 

（所属：内分泌・代謝内科、職種：教授） （所属：循環器内科、職種：教授） 

（所属：移植・消化器外科、職種：教授） （所属：皮膚科・アレルギー科、職種：教授） 

（所属：口腔外科、職種：教授）     （所属：感染制御教育センター、職種：教授） 

（所属：看護部、職種：看護部長）    （所属：薬剤部、職種：副薬剤部長） 

（所属：医事課、職種：課長）      （所属：小児科、職種：教授） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に

関する規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主

な内容： 

説明に関する責任者は診療情報管理室長が担当し、説明に関するガイドラインを作成、診

療録管理を担当する委員会である診療録管理委員会にて、診療録の監査で説明と同意に関す

る監査項目を確認し、診療部門へフィードバックしている。また、説明・同意において、医

師以外の職種の同席基準を定め、説明内容の記載についても説明に関するガイドラインに沿

った形でインフォームド・コンセントのテンプレートを作成し運用している。テンプレート

に入力されたデータは評価・分析している。 

指導内容については、診療録管理委員会及び診療科長等会議で報告している。 

また、説明に関するガイドラインについて、見直しを行った。（令和 6年 6月に改定） 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 〇診療録及び退院時要約の記載内容について監査を行い、結果を該当診療科へ通知・指導している。 

  指導内容について、診療録管理委員会及び診療科長等会議で報告している。 

〇規定に基づき診療録を管理し、結果を診療録管理委員会で報告している。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ ６ ）名、専任（ １ ）名、兼任（ １１ ）名 

 うち医師：専従（ １ ）名、専任（ １ ）名、兼任（ ３ ）名 

 うち薬剤師：専従（ １ ）名、専任（ ０ ）名、兼任（ ３ ）名 

 うち看護師：専従（ ３ ）名、専任（ ０ ）名、兼任（ ２ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

○医療安全管理マニュアルの改訂 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○インシデントレポートの分析 

 ○死亡事例の把握・検証 

 ○安全管理部コア会議（週１回実施） 

 ○医療安全研修会について、ｅ-ラーニングにおいてテストを実施し、点数によって評価してい

る。 



 
 
 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（３件）、及び許可件数（３件） 

 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

 

・活動の主な内容： 

○高難度新規医療技術評価部及び高難度新規医療技術評価委員会を設置する。 

○高難度新規医療技術評価委員会での審議結果を元に当該医療技術実施の可否について判定する。 

○有害事象が発生した時の当該医療技術の変更、中止、その他当該医療技術に関し必要な事項を

決定する。 

○当該医療技術を適用する全症例について、診療科長から、実施前の連絡書、実施直後、 

実施 1月後・6月後の報告書を提出させる。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２７件）、及び許可件数（２７件） 

 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

 

・活動の主な内容： 

○未承認新規医薬品等を用いた医療、適応外等使用を伴う医療を提供する場合の使用条件、 

院内製剤を用いた医療を提供する場合の使用条件、使用の適否等の審査 

 ○医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の改訂 

 ○医薬品医療機器等の安全使用のため必要となる情報の収集 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 



 
 
 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年３０６件 

 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年６１件 

 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 ○医療安全管理マニュアルの改訂 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○インシデントレポートの分析 

 ○死亡事例の把握・検証  

 ○安全管理部コア会議（週１回実施） 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：岡山大学病院）・無） 

 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：山口大学医学部附属病院）・無） 

 

・技術的助言の実施状況 

  特に指摘事項はなかった。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

  医療相談室を設置し、患者家族等からの医学的な質問、医療安全に係る相談等、様々な相談

を医療相談室にて一元的に対応し、必要に応じて、助言、情報提供等を行いながら患者家族等

を支援している。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．令和６年度第１回医療安全研修会 令和６年６月２０日開催 

①「転倒・転落の概説」 

当院安全管理部 医師 GRM 辻良香 

②「転倒・転落の予防とその後の対応」 

当院安全管理部 張岳輝子副看護師長 

③「転倒・転落と薬剤について」 

当院安全管理部 薬剤師 GRM 里加代子 

２．令和６年度第２回医療安全研修会 令和６年９月３日開催 

①「気づいてあげたい院内発生脳卒中」 

当院脳神経内科 講師 立石洋平 

②「ＲＲＳ/ＲＲＴについて」 

当院安全管理部 部長 栗原慎太郎 

 



 
 
 

 

３．令和６年度第３回医療安全研修会 令和６年１１月１９日開催 

①「なぜ『患者参加型医療』が医療安全に欠かせないのか」 

     医療情報の公開・開示を求める市民の会 代表世話人 勝村久司氏 

②「臨床研究有害事象報告について」 

当院臨床研究センター 教授 細萱直希 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者、全員が 

 公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する 2024年度特定機能病院管理者研修を受講した。 

 〇受講日 

 管理者（尾﨑 誠） ： 2025年 1月 15日 

 医療安全管理責任者（室田 浩之） ： 2025年 1月 15日 

 医薬品安全管理責任者（大山 要） ： 2024年 11月 26日 

 医療機器安全管理責任者（原 哲也）： 2024年 12月 12日 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構「病院機能評価：一般病院３」（認定）2025 年 3月 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

審査結果報告書、確認審査結果報告書、再審査結果報告書を病院ホームページに掲載 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 診療の質向上や業務改善に継続的に取り組んでいる。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

 【長崎大学病院長選考基準より抜粋】 

   長崎大学病院長となることができる者は、人格が高潔で学識に優れ、かつ、医療法（昭和 

２３年法律第２０５号）第１０条の規定に則った者であるとともに、以下に掲げる資質及び 

能力等の全ての要件を満たす者とする。 

 

１．医療の安全の確保のために必要な資質及び能力を有する者 

   高度かつ先端的な医療を提供する特定機能病院の管理者として、必要な医療安全管理業務

の経験及び医療安全管理についての十分な知見を有すること。 

   ※医療安全管理業務とは以下のいずれかの業務をいう。 

   ①医療安全管理者、医療機器安全管理責任者の業務 

   ②医療安全管理委員会の構成員としての業務 

   ③医療安全管理部門における業務 

   ④その他上記に準ずる業務 

 

２.組織管理能力等の長崎大学病院を管理運営する上で必要な資質及び能力を有する者 

   当院又は当院以外の病院での組織管理経験等、高度な医療を司る特定機能病院の管理上必

要な資質及び能力を有し、病院構成員の意見反映に留意しつつ、医療を取り巻く様々な変化

に適切に対応し、強いリーダーシップを持って病院経営にあたり、適正な管理運営ができる

こと。 

   ※組織管理経験とは以下のいずれかをいう。 

   ①病院長又は副病院長の経験 

   ②診療科長又は中央診療施設等の長の経験 

 

３．教育・研究・診療に必要な資質及び能力を有する者 

   医学教育、医学研究及び高度医療を担うことができる能力を有すること。 

 

４．地域医療に貢献するために必要な資質及び能力を有する者 

   長崎県における中核病院として、長崎県や長崎県医師会等と連携し、地域医療の発展に貢

献する姿勢及び指導力等を有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

長崎大学病院ホームページにて公表 

 
 
 
 
 

  



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
有・無 

 
 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 【長崎大学病院運営会議規程より抜粋】 

  第２条 運営会議は、次に掲げる事項について審議する。 

  (1) 経営・運営方針に関すること。 

  (2) 中期目標・中期計画に関すること。 

  (3) 教育・研究活動に関すること。 

  (4) 規程等の制定及び改廃に関すること。 

  (5) 教育研究組織に関する事項 

  (6) 予算及び決算に関する事項 

  (7) 教員の採用及び昇任に関する事項 

  (8) 教員の再任に関する事項 

  (9) その他病院の管理運営に関する重要な事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

院内ホームページ（イントラネット）に、病院運営会議の議事要旨を掲載している。 

また、診療科長等会議で病院運営会議の概要報告を行うとともに、事務部においては、 

課内連絡会で議題内容の報告をするなどして情報共有を行っている。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法 

  病院ホームページにて公表している。 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

尾崎 誠 〇 医師 病院長/執行役員 

西野 友哉  医師 副病院長「総務」 

室田 浩之  医師 副病院長「医療安全」 

辻野 彰  医師 副病院長「診療」 

原 哲也  医師 副病院長「経営」 

三浦 清徳  医師 副病院長「研究・教育」 



 
 
 

 

鵜飼 孝  歯科医師 副病院長「歯科統括」 

宮原 眞千代 
 

看護師 
副病院長「患者支援・

看護統括」 

近藤 政美 
 

事務職員 
副病院長「運営管理・

事務統括」 

松本 桂太郎  医師 病院長補佐「人事」 

宮明 寿光 
 

医師 
病院長補佐「広報・評

価・国際」 

栗原 慎太郎  医師 病院長補佐「医療安全」 

泉川 公一  医師 病院長補佐「感染対策」 

田﨑 修  医師 病院長補佐「災害」 

石本 裕士  医師 病院長補佐「外来診療」 

松本 武浩  医師 病院長補佐「医療情報」 

大山 要  薬剤師 病院長補佐「医薬品」 

鋤崎 利貴  理学療法士 病院長補佐「医療機器」 

山本 弘史  薬剤師 病院長補佐「研究」 

浜田 久之  医師 病院長補佐「教育」 

山下 利佳  歯科医師 病院長補佐「歯科」 

福﨑 龍馬 
 

外部有識者 
病院顧問（弁護士法人

ふくざき法律事務所） 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
    大学ホームページにて公表 
 
 ・ 規程の主な内容 
   【長崎大学病院規則より抜粋】 
   （病院長） 
    第３条 本院に、病院長を置く。 
    ２ 病院長は、病院の管理運営をつかさどり、所属職員を統括する。 
 
   【長崎大学会計規則より抜粋】 
   （予算責任者） 
    第１０条 予算管理単位に予算責任者を置き、部局長をもって充てる。 
    なお、人事権について、「長崎大学病院副病院長等の選考に関する申合せ」により、 
    各種メディカルスタッフの選考基準が定められており、病院長が指名することと 

なっている。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
    管理者（病院長）の職務を補佐する者として副病院長を、病院長及び副病院長の職務の

うち特定事項の職務を補佐する者として病院長補佐を置いているほか、病院の管理運営に
関する病院長の諮問に応じ意見を具申する役割として病院顧問を置いている。また、病院
の管理運営に関し、病院長に助言等を行うとともに、病院長が指示する事項を処理する者
として病院長特別補佐を置くことができる。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

   （人事） 
    病院長の諮問及び特定の事項の意思決定の機関として運営戦略会議を設置し、 

執行部（副病院長、病院長補佐）以外でその他病院長が必要と認めた職員（４名）を参画
させることで、次世代の病院のマネジメントを担う人員の育成を図っている。 

 
 
（研修） 
一般社団法人国立大学病院長会議常置委員会の企画・運営担当で開催されている塾へ参

加している。 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

 【長崎大学病院医療安全監査委員会規程より抜粋】 

  （監査業務） 

   第２条 委員会は，次に掲げる業務を行う。 

   （１）医療安全管理に関する責任者、医薬品安全管理に関する責任者、医療機器安全管理

に関する責任者、安全管理部及び医療安全管理委員会が行う業務の状況について病院長

から報告を求め、又は必要に応じて自ら確認を実施すること。 

   （２）必要に応じ、学長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講

ずるよう意見を表明すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 病院ホームページにて公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

綾部 貴典 宮崎大学医学

部附属病院 

医療安全管理

部長 

〇 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

有・無 １ 

川添 志 山下・川添総合

法律事務所 

弁護士 

 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

有・無 １ 

飯田  由紀

子 

  医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 ２ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 

 ・体制の整備状況及び活動内容 

監事監査又は監査室による内部監査において、会計業務処理の正確性、法令等との整合性、

合理性及び能率性についての会計監査、会計業務以外の運営諸活動が本学の方針・計画制度及

び諸規程に従って合法的・合理的及び能率的に行われているかについての業務監査が毎年実施

されている。 

 

 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・公表の方法 

  大学ホームページにて公表 

 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

役員会及び経営協議会（学長が指名する職員として病院長が出席）で病院決算状況等につ

いて審議を行っていること、並びに、毎年、監事監査を受審していることから、業務の監督

体制は整備されている。 

 

 ・ 会議体の実施状況 

   （令和６年度）役員会   年１３回 

          経営協議会 年６回（うち、書面会議１回） 

 

 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ） 

   （令和６年度）経営協議会 年６回（うち、書面会議１回） 

 

 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

   大学ホームページにて公表 

 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 学内に向けて定期的に周知を行っている。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

  

・情報発信の方法、内容等の概要 

   

地域住民や患者さんの医療機関の選択に資するため、病院ホームページで各診療科の特徴

や対象とする疾患について情報提供している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

  

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

   

複数診療科の医師及び多職種の医療スタッフを構成員としたチーム（褥瘡対策チーム・緩

和ケアチーム・糖尿病ケアサポートチーム・栄養サポートチーム・摂食嚥下リハビリテーシ

ョンチーム・呼吸ケアチーム・精神科リエゾンチーム・退院支援チーム・救急サポートチー

ム等）を設置し、チーム医療を実践している。 

 

 

 

 


